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　公益財団法人日本台湾交流協会は外交関係のない日本と台湾との間で、非政府間の実務
関係として維持するために、1972 年に設立された法人であり、邦人保護や査証発給関連
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●　●　日本台湾交流協会について　●　●
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2020 年7月　泉裕泰・台北事務所代表と鄭文燦・桃園市長。鄭市長は民主進歩党の次世代
リーダーとして将来を嘱望されています。この日の懇談でも今後の日本と桃園市の交流に
ついて、建設的な意見交換を行いました。

●　●　表紙写真　●　●
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巻頭言

日本台湾交流協会が編集・発行している雑誌「交
流」の9月号をお届けします。

台湾の GDP は約 6,000 億ドルと我が国の約
12%の規模ですが、決して日本経済の縮小コピー
ではありません。一例を挙げれば、台湾最大の企
業である半導体製造会社 TSMC は営業利益約2
兆円と我が国最大のトヨタ自動車に匹敵します
が、時価総額ではその約2倍を誇ります。エネル
ギー関連では、蔡英文政権発足時にはゼロだった
洋上風力発電容量は 2025 年までに 6.7GW（110
万 KwHクラスの大型原子力発電所約6基分）の
めどがついており、更に今後 2035 年までに更に
10GW を積み増していくことが見込まれていま
す。これは我が国のエネルギー基本計画が 2030
年までに 0.8GWの洋上風力発電を導入目標とし
ていることと比較しても突き抜けた数字といえる
でしょう。こうしたハードの特徴だけでなく、ソ
フト面でも、先月号で駐日台北経済文化代表事務
所の周立経済部長が紹介されたように、1月時点
で日産 188 万枚だったマスクの生産能力を5月に
は同 1900 万枚まで垂直立ち上げした例にみられ
るように、台湾のビジネス慣行・発想は日本と大
きく異なるダイナミックな特徴を備えており、米
中摩擦が高まる中で世界各国のビジネスマンから
台湾企業の一挙手一投足に大きな関心が注がれる
ようになっていると思います。

当協会としても、我が国とは違った様相を持つ
台湾経済・台湾企業とそのビジネスの実情をより
タイムリーに発信すべく、この交流においても政
治・文化と並んで経済情報の発信に尽力していき
たいと考えています。今号においては、新型コロ
ナ感染症の流行下で台湾経済がどのように対応し
ているのか、その中で台湾当局、台湾企業、そし
て現地日本企業がどのように取り組んでいるのか
を切り口にして、台湾日本人会理事長であるみず

ほ銀行台北支店木原武志支店長に包括的な観点か
らの分析をご寄稿いただくとともに、台湾野村総
研の田崎嘉邦董事兼副総経理から台湾経済の構造
変化についてマクロ面からの分析をいただいてい
ますので、必ずや皆様の参考になるものと確信し
ております。

さらに、ソフト面では、今号から、台湾在住の
日本人・台湾人コンサルタントによる現地で話題
の事柄や特徴的な新ビジネス、ビジネス慣行につ
いて肩肘はらずに読めるエッセイ『台湾 NOW』
の連載をスタートします。あわせて、次号以降は、
長年大手商社駐在員として台湾でのビジネス経験
を持つ当協会東京本部のアドバイザーによる、意
外に気付かない日台ビジネスの違いや落とし穴に
ついてのエッセイも連載していくべく準備してい
ますので是非ご期待ください。

今号ではこれ以外にも、台湾関係者の連絡・親
睦・援護・厚生を図る事を目的に発足し、今月 70
周年を迎えた一般財団法人台湾協会の歴史や活動
概況について同協会の河原功参与にご寄稿いただ
いているほか、本年6月6日に投票によって罷免
された韓国瑜・前高雄市長の罷免に至る過程につ
いて台北事務所の水村太紀専門調査員による分析
を掲載する等しております。

今年は記録的な猛暑となり、秋もしばらく平年
より暑い日が続くようです。読者の皆様もお身体
ご自愛いただき、また、今後とも当協会及び雑誌
「交流」に対してご支援・ご意見を賜りますよう重
ねてお願いいたします。

2020 年9月
公益財団法人日本台湾交流協会

専務理事 花木 出
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コロナをめぐる台湾の状況と日系企業の動向、
ポストコロナの日台連携について

木原 武志（台湾日本人会理事長/みずほ銀行台北支店長）

1．はじめに

台湾政府の新型コロナウイルス（以下、コロナ）
への対応は、4月 13 日以降域内感染ゼロを継続
していること、IT 活用による円滑なマスクの配
布を実現したこと、諸外国にマスクを寄贈したこ
と等により、世界から称賛されることとなった。
日米欧の主要国が台湾のWHO オブザーバー参
加に賛意を示したことも、台湾の国際的プレゼン
スの観点から大きな成果であったといえる。
台湾のプレゼンス向上について3つのキーワー
ドで考えてみる。最初のキーワードは「米中摩擦」
である。地政学的視点から見ると、中国は太平洋
への出口に位置する台湾を核心的利益と位置づ
け、今年1月に民進党の蔡総統が再選を果たした
後、台湾海峡での軍事行動を活発化させている。
一方でステルス戦闘機等に係る軍事用半導体を臺
灣積體電路製造（以下、TSMC）から調達してい
るといわれる米軍にとっても、台湾の戦略的重要
性は高まっており、台湾海峡での活動頻度は高
まっている。そうした状況下、米国で3月に成立
した「台北法案」は、台湾の国際組織加盟や他国
との国交維持を支援するという踏み込んだ内容で
あり、国交締結国の減少に悩む台湾にとって大き
な援軍となった。
次のキーワードは「安定と成長」である。経済
的視点から見ると、政府債務の対 GDP 比率が
34％と先進国で最低水準という財政の健全性（図
1）、世界有数の外貨準備高（5月末時点で世界4
位）1 に裏付けられ、1997 年のアジア通貨危機以
降、対米ドルでの変動幅が 20％という通貨の安定

性2 、コロナ禍でも GDP のプラス成長が見込ま
れる成長性は世界でも抜きんでた水準にある。こ
れらに加え、TSMCの技術力への評価も相まって
海外投資家を引き付け、7月末には株価（加権指
数）が 30 年ぶりに史上最高値を更新した。
最後のキーワードは「民主主義」である。政治

的視点から見ると、『交流 vol.953』で京都女子大
学の松本教授も触れておられたように、民主主義
体制下で都市封鎖も行わず、完全に情報公開しな
がらマスク対応も含めてコロナ防疫に成功したこ
と、総統の直接選挙実施など、民主主義を高次元
で実現している台湾への評価が香港問題により高
まったこと、折しも民主化の父と称された李登輝
元総統がご逝去され、日本の森元首相や米国のア
ザー厚生長官が弔問のため訪台したことから、民
主主義の台湾に更なる注目が集まることとなっ
た。
日本にとっても民主主義という価値観を共有す
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1 2020 年6月5日台湾中央銀行発表

2 アジア通貨危機後、ドル台湾ドルは 28.5-35.0 の約 20％
のレンジでの値動きで、他通貨と比較すると、その変動幅
は小幅に留まる



る隣人として、世界的なプレゼンスを増す台湾の
重要性は高まっており、米中摩擦が激化する中、
ビジネス分野においても、共にテクノロジーに強
みを持つ日台双方が連携を深化させていくのは必
然といえる。
8月末現在の台湾は、当局が提唱する「防疫新
生活」のもと、必要に応じマスクは着用しながら
も商業施設やレストランは活況を呈しており、市
民は安心して日常生活を楽しんでいる。官民の協
力により実現した普通に生活できる現状に在台邦
人として感謝しつつ、台湾経済の現状と見通し、
在台日系企業の動向に触れながら、今後の日台連
携について考察する。

2．台湾経済の現状と見通し

（1）2020 年経済成長率は1％台を保つ見通し3

2020 年第2四半期の経済成長率は▲ 0.58％と
2009 年第4四半期以降で最低ながら、輸出の改善
と民間投資の拡大で微減にとどまった。外需で
は、半導体と情報通信需要の高まりにより、素材
価格の下落や世界的な移動制限に伴う観光サービ
スの減少を打ち返した。内需では、飲食業・宿泊
業・運輸業における需要の減少により個人消費が
過去最大のマイナス幅（▲ 4.98％）になる一方、
半導体設備や建設関連の投資増加が成長を支え
た。2020 年通年の経済成長率について、8月 14
日時点では+ 1.56％の成長を見通している。
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3 2020 年8月 14 日台湾行政院主計総処発表

（みずほ総合研究所、欧州委員会、台湾財政部、公開情報よりみずほ銀行台北支店作成）

図1 政府債務の対GDP比率（2019 年）
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（2）好調な輸出が経済成長を下支え4

防疫対策の成功と経済振興策を踏まえた年後半
の内需回復に加え、5G への投資やリモート需要
（在宅勤務、遠隔学習等）の増加を背景に半導体や
情報通信製品の輸出が好調であることが上記予想
の裏付けとなっている。7月の輸出額は前年比+
0.4％とプラスに転じており、国別では中国向け
の電子部品、米国向けの情報通信（ネットワーク
機器・パソコン関連）が好調でそれぞれ同月の過
去最高水準を記録した。7月の輸出受注額も、半
導体（前年同月比＋ 25.4％）や情報通信（前年同
月比＋ 29.9％）の増加により、同月の過去最高水
準となった（図2）。

（3）台湾の経済振興策
台湾政府はコロナの影響に対し、総額 4,200 億

元の経済振興策（図3）を準備している。3月 13
日に 600 億元の特別予算を成立させたのを皮切り
に、5月8日に 1,500 億元増額を決議、7月 23 日
には更に 2,100 億元の増額を閣議決定する等、矢
継ぎ早に予算手当を行ってきた。製造業やホテル
業等、コロナ影響が大きかった日系企業にヒアリ
ングしたところ、賃金補助については4月以降、
3ヶ月分が前払いされたとのことで、操業が実質
的に停止して従業員が自宅待機しているような状
況にあって、大きな支援となったということで
あった。3か月後には当該企業がどのような経営
状態になっているかわからない状況での台湾政府
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4 台湾財政部、経済部情報

（台湾財政部、台湾経済部資料よりみずほ銀行台北支店作成）

図2 輸出受注額（輸出＋海外生産）の推移（～2020 年7月）
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の迅速かつ果敢な対応は、台湾がコロナ防疫に成
功した要因を象徴している。
国内経済活動の正常化に向けては、消費拡大に
よる内需強化に取り組んでおり、5月8日に陳時
中衛生福利部長が、安心して屋外で活動し、飲食
店を利用するための「防疫新生活運動指針」を公
表したのを受けて、5月 15 日に交通部は観光復
興に向けた3段階の規制緩和案を発表し、第一段
階として観光関連業者を対象に感染対策の研修ツ
アー「防疫旅行」を5月 27 日に実施した。更に6
月2日には、行政院が 1,000 億元超の経済効果を
狙って「振興三倍券」（1,000 台湾元で 3,000 台湾
元相当の振興券を購入可能）を発表した。

（4）回帰投資促進策
経済部投資業務処によると、台湾企業による回

帰投資の推進策として 2019 年1月1日に施行さ
れた「歓迎台商回台投資行動方案」において、
2020 年8月末までにエレクトロニクス産業を中
心に 198 社の投資計画が承認され、投資総額は
7,838 億 NT$ に達している。実際の投資はこれ
からという案件が多いが、雇用効果も 64,584 人
におよぶと予想されており、大きな経済効果が期
待される。

3．コロナによるビジネスへの影響

（1）回復しつつある国内消費と好調なエレクト
ロニクス産業

移動や外出の自粛により出張や旅行（インバウ
ンドを含む）が減少したこと、外食や買物の機会
が減少したことから、運輸、旅行、ホテル、小売、
飲食店といった業界は大きなダメージを受けた。
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図3 特別予算の内訳
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特に、インバウンドの観光客やビジネス客をター
ゲットにビジネスしていた事業（ホテル、航空等）
は回復の目処が立たず、事業休止や撤退を余儀な
くされるところも出ている。
しかし経済振興策の実施もあり、下期以降は個
人消費も回復に転じる見込みである。実際に6月
以降は百貨店や飲食店の客足も回復している（図
4）ほか、交通部が第二段階の「安心旅行」とい
う域内旅行補助プランを開始したことにより、国
内旅行も7月に入って回復している5 。
また世界的なテレワーク需要の高まりを受け、
電機電子（PC、サーバー等）は輸出が伸びている
他、5GやAI 等向けの半導体はコロナ禍にあって
も需要が高まっており、エレクトロニクス産業を

得意とする台湾は大きな恩恵にあずかっている。

（2）台湾における日系企業の動向
コロナによる直接的な影響を受けているのは、

運輸・観光事業者や旅行関連商品メーカー、在宅
勤務の増加により需要が減少したオフィス用品関
連企業等である。今のところ、事業継続に支障が
出ている事例は少ないが、こうした業界ではポス
トコロナにおいても急速な回復は想定しづらく長
期事業戦略に影響を与えるものと思われる。
日系企業全般については製造業や飲食店で一部

撤退の動きがあるものの、基本的にはコロナ前か
らの業績不振を主因とする事案であり、コロナに
よる影響を主因として撤退するケースは今のとこ
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5 域内旅行急増により離島は予約が困難な状況になってお
り、澎湖などでは観光客増加による生活用水の不足等も報
じられている

（台湾経済部資料（2020/8/24 時点発表）より、みずほ銀行台北支店作成）

図4 小売業売上高の推移（2020 年7月）
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ろ見られない。ただし、コロナ影響の長期化や事
業戦略の見直しにより、事業縮小を検討する企業
が今後出てくる懸念はある。
一方で、数はそれほど多くないものの日系企業
の新規進出は継続しており、7月以降でも和食の
レストランやビジネスホテル、水族館が新規開業
したほか、製造や小売でも以前から進出を検討し
ている企業は基本的に計画を変更していない。
元々台湾の消費者をターゲットにしていた日系の
飲食店や宿泊施設では、日本に旅行に行けない台
湾の消費者が「身近にある日本」への訪問を増や
すことで、客数が増加するケースも出てきている。

（3）台湾における日系製造業について
台湾に多く進出している日系製造業は、コロナ
に加え、米中摩擦や 5GやAI 等の IT投資拡大に
よる影響を複合的に受けている。台湾の日系製造
業は進出の目的により、大きく三つに分類できる
が、それぞれの特徴と今後の課題を下記にまとめ
た。
① 輸出のための生産拠点
生産コストの上昇や産業構造の変化により、業
務内容の見直しが必須。中国からの転注も見据え
た高付加価値製品の生産や新規分野への展開、
R&D 拠点としての役割等に活路を見出す必要あ
り。
② 台湾市場向けの生産拠点
自動車や二輪車に代表される、台湾の内需向け
中心の生産拠点については、公共交通機関の三密
を避けるというニーズもあり、足元業績は順調で
あるが、少子高齢化に悩む台湾の市場規模の問題
もあり、中長期的には本社グローバル戦略におけ
る役割の見直し（海外に販路を求めるあるいは生
産規模を見直す）が行われる可能性あり。
③ エレクトロニクス向けサプライヤー
台湾の電機電子産業向けに部品や材料を供給し
ている生産拠点は、テレワークや 5G 関連の需要
増により業績は概して好調である。特に TSMC

をはじめとするロジック半導体関連事業は、今後
も成長が予想され（図5）、日系サプライヤーに
とって将来的にもビジネスチャンスが見込める。
一方で、液晶については供給と需要のアンバラン
スによる価格低下が常に懸念される状況にあるた
め、将来についても慎重な見方が強い。

4．ポストコロナの日台連携

ポストコロナにおいて、ビジネス分野で日本と
台湾の連携が深まるのは必然であると考えるが、
その理由として3点をあげたい。
1点目は「サプライチェーンの変化」である。

世界貿易における中国のシェアは 2018 年には米
国を抜いて 11.6％6 に達しており、日本企業も含
めた多くの世界企業が中国に生産拠点をおいてい
る。
元々中国の人件費増加や米中貿易摩擦による米

国の制裁によって、中国依存の見直しを迫られて
いた各企業は、コロナ禍により、世界中で生産や
物流が停滞し、部品や製品の調達が困難になる等、
グローバルサプライチェーンの脆弱性が露呈した
ことで背中を押される形になっている。
各企業が効率性と経済性を追求した結果、サプ

ライチェーンは部品ごとに単線かつグローバルに
展開されているが、今後はサプライチェーンの複
線化と効率化を両立させることが課題になる。日
本や台湾の企業にとって、生産拠点の条件（イン
フラ、労働力や賃金水準、原材料や部品の調達、
生産の品質、為替リスク、カントリーリスク、関
税、米国による貿易規制、移転誘致の優遇策等）
を考えるとやはり ASEAN が有力な候補先にな
るが、ここでは新規進出する台湾企業が既存の日
系企業のサプライヤーを活用するというような
ニーズが顕在化しており、台湾政府による「新南
向政策」の後押しもあって、当行でも両者のマッ
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6 IMF Direction of Trade に基づき、みずほ銀行国際戦略
情報部算定



チング等、ASEANで様々なサポートをする機会
が増えている。
2点目は共にテクノロジー立国を目指す日本と
台湾の補完関係にある。蔡政権は2期目の6大核
心戦略産業の筆頭として情報通信・デジタル産業
を挙げているが、同業界には日系のサプライヤー
が深くかかわっており、ファウンドリーとして世
界シェアの半分を占め、半導体微細化のトップを
ひた走る TSMC といえども、日系サプライヤー
との共存が無ければ事業拡大は困難である。
2020 年だけで 160 億ドルを超える投資予定を
公表しているTSMCの存在は、日系サプライヤー
にとって大きなビジネス機会である一方で、
TSMC にとっても日系サプライヤーは不可欠な
存在であるといえる。当行でも日系企業による投
資をファイナンス等でサポートする機会が増加し
ている。
3点目は良好な日台関係である。8月には台湾

の総統が日本のコミック雑誌の表紙を飾り、その
雑誌を元首相が直接総統に届けるという歴史的な
出来事もあった。台湾には元々日本の製品・サー
ビスが受け入れられやすい土壌があるが、訪日客
数の増加（2019 年 489 万人7 ）により、日本ブラ
ンドの認知度が高まったことも追い風になり、
2013 年以降外食や宿泊業の台湾進出が増加して
いる8 。日本政府による台湾の WHO オブザー
バー参加への支持や森元首相による李登輝元総統
の弔問等に対し、蔡総統も日本語での SNS 発信
で応えるなど、政治的な関係も良好であり、当行
にも現在台湾進出を検討している企業からの相談
が何件かあることも踏まえると、ポストコロナに
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7 日本政府観光局（JNTO）
8 台湾経済部投資審議委員会によると 2019 年は再生エネ
ルギー案件への投資もあり、日本からの投資は 434 件、
US$1.3bn に上った

（注）2019 年までは実績値。2020 年および 2021 年は、2020 年5月時点の予測値
(WSTS（世界半導体市場統計）より、みずほ銀行台北支店作成）

図5 ロジック半導体需要の推移



おいても日系企業の台湾進出は続いていくものと
考える。

5．おわりに

コロナによる影響は、移動制限や都市封鎖、サ
プライチェーンの長期にわたる途絶等によって、
我々の想定を超えた様々なリスクを顕在化させ、
グローバル化したビジネスのあり方に根本的な問
いを投げかけた。コロナによって変わるものと変
わらないものがあるにせよ、オフィスでの働き方、
ITの活用、サプライチェーンの在り方等、コロナ
前にはもう戻れないものが明確になっており、こ
うした課題への対応は企業にとって存続に関わる
とともに、大きなビジネスチャンスにもなり得る。
当行にも最近、サプライチェーンの見直しやテ

クノロジー分野の新規投資等について日台双方の
企業から相談を寄せられるケースが増えており、
上記課題への真剣な取り組みが進んでいることが
伺われる。
ここ台湾でも、金融機関に期待される役割は預

金、貸出、為替といった伝統的な銀行業務から、
業界動向に係る情報提供、M&Aを含めた業務提
携のアドバイス、ASEANにおけるサプライヤー
の紹介やスタートアップ企業との連携支援等、事
業戦略に関わる総合的なサポートへと変化してき
ていることを実感している。台湾で 60 年以上の
歴史を持つ日系金融機関として、そうした期待に
応えることで、少しでも恩返しができたら本望で
ある。

交流 2020.9 No.954

― 9 ―



コロナ禍及び米中対立激化を踏まえた台湾経済の現況と見通し

野村総研諮詢顧問股份有限公司

董事兼副総経理 田崎 嘉邦

■コロナ禍での台湾経済の状況

近年の台湾の経済成長率は2～3％で推移して
きたが、最新の政府予測によると、今年は 1.56％
と、5年ぶりに2％を割り込む見通しである。四
半期別の GDP 対前年同期比をみると、2020 年第
1四半期は 2.20％であったが、第2四半期は
▲ 0.58％と大きく落ちこんだ。しかしながら、第
3四半期には 2.01％に回復、第4四半期も 2.56％
と回復基調は続き、既に底は打ったというのが政
府の見立てである。
一方、日本経済は、今年第2四半期で GDP 成
長率が対前年同期比▲ 7.8％となり、アメリカは
▲ 32.9％と歴史的なマイナス成長にまで落ち込
んでいる中で、台湾は、新型コロナウイルスの感

染者を抑え込むことに成功し、経済への影響も最
低限に止めていると言えよう。
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図1 台湾の四半期GDP対前年比の推移
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■台湾経済の構造

これまで台湾経済の成長を支えてきたのは輸出
であった。基本的に、台湾の経済成長は輸出の増
減に大きく左右され、民間消費支出や固定資産形
成等のその他の要素とはそれ程関係が無かった。
台湾の輸出産業で良く取り上げられるのが、台
湾で半導体などの電子部品を生産し、それを中国
大陸に輸出してスマホやノート PC 等に組み立
て、日欧米に輸出するという電子機器のサプライ
チェーンである。こうした電子機器のサプライ
チェーンを支えている代表企業が、台湾内で半導
体を作っている TSMC や、中国大陸で組み立て
を行っている鴻海といった台湾企業となる。な
お、近年の最終仕向け地は、日欧米に加えて中国
国内向けも増えている。
しかし、近年、こうした輸出主導型の台湾経済
の構造に変化が見られる。2018 年第3四半期か
ら、それまで1 % 未満の増減を繰り返していた
固定資産形成が、プラス1～3％と一貫して高い
伸びを示している。これは、固定資産形成が、コ
ロナ禍における輸出や民間消費支出の減速を補う
形で経済を下支えし、台湾経済の減速の影響を緩

和していることの表れと言えよう。

■最近の台湾経済構造の変化

では、この固定資産形成の伸びの理由は何であ
ろうか。これには2つのことが考えられる。1つ
目は、政府部門では蔡英文政権の目玉政策の1つ
である「前瞻基礎建設計畫（将来を見据えたイン
フラ建設計画）」である。この政策は 2017 年7月
7日に公布され、2020 年までに 3,300 億元の特別
予算が編成されている。ここに挙げられたインフ
ラ建設計画が、計画策定段階を経て、2018 年第3
四半期頃から本格執行され始めたのではないかと
推察される。
2つ目は民間部門で、「台商回流（台湾企業の中

国大陸から台湾への回帰投資）」が挙げられる。
台湾政府は 2019 年1月1日から 2021 年 12 月 31
日までの3年間、台湾企業の中国大陸から台湾へ
の回帰投資に対する優遇政策の実施を開始した。
これは、一定の資格を満たした台湾企業は、用地
や人員、融資、ユーティリティ、税務サービスの
5分野における優遇を受けることが出来るもので
ある。その結果、2020 年5月 30 日までに 529 社、
1兆 227 億元（経済部発表数値）の台湾回帰投資
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図2 台湾のGDP成長率及び要素別GDP成長率貢献の推移

出所）行政院主計処公表資料（2020 年8月 14 日）よりNRI 作成



が認可された。
台湾の 2019 年の名目 GDP は 19.2 兆元である
ことから、この2つの要素による GDP 引き上げ
効果は少なくないと考えられる。しかも、「前瞻
基礎建設計畫」は、2021～24 年の間で、2020 年ま
でを大きく上回る 5,525 億元の特別予算の編成が
予定されている。また、「台商回流」についても、
優遇措置は 2021 年末までであるものの、昨今の
米中対立激化に伴い経済デカップリングが進む危
険性を受けて、今後、更に増える可能性があろう。
このため、台湾における固定資産形成の成長は、
今後暫くは続くものと思われる。

■今後の台湾経済の見通しと日本企業への示唆

先に述べたように、台湾政府の経済見通しでは、
今年下期からは民間消費支出や輸出も持ち直し、
来年の GDP 成長率は 3.92％と V 字回復を果た
せるとしている。特に、これまで台湾経済をけん
引してきた輸出が持ち直せば、台湾経済の回復基
調も確かなものになってこよう。但し、米中間の
対立が激化する中で、これまでのような中国に依

存した経済構造はリスクが高い。
蔡英文総統は、第2期の就任演説においても、

引き続き「新南向政策（東南アジア、南アジア、
オセアニア地区との経済連携を強める政策）」を
継続すると述べている。しかし、第1期では、そ
の効果は思うように上がらなかった。台湾の輸出
に占める中国・香港の比率は、総統就任時である
2016 年の 40.1％に対して、第1期最終年の 2019
年は 40.1％と全く変わらなかった。
しかしながら、今般の米中対立激化の影響で、

今後、思わぬ形で新南向政策が進むかもしれない。
具体的には、先の「台商回流」に加えて、EMS関
連を中心に、台湾企業による中国大陸の工場の東
南アジアへの移転のケースが出ている。また、
TSMC は、売上の 14％を占めるファーウェイ向
けの出荷が今年9月 14 日以降出来なくなる。こ
のため、輸出面での中国依存度が、今後は下がる
ことが予想される。
ところが月別の輸出統計を見ると、中国・香港向
けの輸出比率は、今年に入って1月の 37.8％から
6月には 46.2％と急上昇している。7月は 44.6％
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図3 台湾のGDP成長率及び要素別GDP成長率貢献の推移

出所）海関進出口統計よりNRI 作成



と若干下がったものの、未だ高い水準にある。
これは、米国が規制を強める半導体関連を中心
とした駆け込み需要とも考えられるため、もう少
し長い目で見る必要もあろう。ただ、台湾企業は
米中経済のデカップリングに備えて、既に動き出
している。このため、台湾のマクロ経済への影響

は、それ程大きなものにはならないのではないか
と考えている。
逆に、日本企業としては、こうした台湾企業の動

きを参考にして投資戦略を見直す、或いは、台湾企
業を上手く活用することでリスクヘッジを行う等と
いうことも検討する必要があるのではないか。
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表1 「台湾回帰方案」の概要

投資方案 A．歓迎台商回台投資行動方案
実施期間 2019 年1月1日～2021 年 12 月 31 日
適用対象
〔(1)と(2)両方の条件
を満たすこと〕

(1）米中貿易摩擦の影響を受けていること
(2）対中投資歴 2年以上

条件 製造業：回帰投資・工場拡張の生産ラインのスマート化に対応し、かつ以下の条件の 1
つを満たすこと
5 + 2 産業のイノベーション領域に属する
高付加価値製品および中核部品関連産業に属する
グローバルサプライチェーンの中核的な地位にある
自主ブランドの国際販売がある
投資項目が国家重点産業政策と関連がある

融資総額 5,000 億台湾元
台湾当局による
銀行手数料補助

中小企業：1.5％
大企業：
0.5％（20 億台湾元未満）
0.3％（20 億～100 億台湾元未満）
0.1％（100 億台湾元以上）

補助期限 5年
補助財源 国家発展基金
その他の優遇措置 外国人労働者受け入れ枠を 15％増加（最高 40％）

土地需要、水や電気の安定供給、税務専属サービス
注：1台湾元＝約 3.6 円。
出所：InvesTaiwan「投資台湾三大方案を基にジェトロ作成
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表2 主な台湾回帰予定企業の事例

主な事業
(製造品目)

企業名 金額
(億台湾元)

主な投資内容

液晶パネル 群創光電（イノラックス） 701 新竹科学工業園区と南部科学工業園区の工場拡張など
液晶パネル 友達光電（AUO） 407 桃園市と台中市の工場にスマート生産ラインの導入など
電子部品 国巨（ヤゲオ） 165 工場拡張、機械設備の購入など
半導体 南茂科技（チップモス・テ

クノロジーズ）
151 南部科学工業園区および新竹県竹北市で生産能力増強

EMS 和碩聯合科技（ペガトロン） 149 台北市に R&Dセンター建設、桃園市亀山区の2工場で
生産ライン増設および自動化設備の導入など

自転車 巨大機械工業（ジャイアン
ト）

50 台中市大甲区でスマート生産ラインの導入や自動化国際
物流センターの建設など

EMS 英業達（インベンテック） 48 亀山工場と大渓工場の拡張、域内のR&D強化など
自動車部品 和大工業（ホタ・インダス

トリアル）
30.1 大埔美精密機械園区で新工場建設、自動化ラインの増設

注：プレスリリースに詳細（企業名、投資額、投資内容）が明記されている企業の中から金額順に抜粋した。1台湾元＝約 3.6 円。
出所：InvesTaiwan プレスリリースを基にジェトロ作成
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コロナ下における台湾人材市場

歐 元韻（丸虎國際顧問有限公司）

【台湾新卒者就職事情】

台湾では毎年6月は学生の卒業シーズンです。
例年ですと台湾の新卒人材は卒業後、約3ヶ月の
期間をかけて求職活動を行うことが恒例となって
おります。最近でこそ大学卒業前にインターン生
として派遣された企業や機関にて事前の就職活動
を行うケースもございますが、日本のように在学
中より就職活動を行う学生はほとんどいません。
就職希望の学生の大半は、各自で卒業後に求人求
職サイト上の求人案件に応募したり、各就職説明
会に参加して就職先を決めるというケースがほと
んどです。また求人企業側でも基本的には欠員が
生じた部署のみ人員補充を行うという考え方です
ので、往々にして即戦力として働けない新卒人材
は敬遠される傾向があります。
今年の場合、特にコロナ禍が多方面に渡り影響
を及ぼしておりますので、台湾の就職前線にも例
年以上の厳しさ、変化が見受けられます。8月 25
日には台湾の無給休暇者が正式に2万人を突破し
たとの報道がございました。(※7月時点での台
湾労働部統計値 ：失業者数 479 千人、就業者数
11,498 千人) また今年は後ほど紹介します台湾
政府による求職促進政策も発表され、各自治体(台
北市、新北市等) による就職説明会も例年以上に
華々しく報道された様に思います。但し、民間の
人材バンクの調査によりますと、今年の卒業シー
ズンにあわせて人材の採用を考えても良いとの企
業は未だ6割にとどまっています。求人内容につ
いても、アルバイト、パート社員としての採用案
件が、正社員としての採用案件を上回っているの
が現状とのことです。一部の青田買い的新卒者を
除き、新卒求職者が仕事経験者と同じ土俵で就職

活動を行う台湾の場合、新卒者側にも就職は最初
から時間を要するモノなんだとの認識があり、積
極性に欠ける傾向がございます。
台湾の二大求人求職ウェブサイト運営企業

1111 人力銀行社が実施した6月の調査結果によ
りますと、今年、就職を希望している新卒者は全
体の 64％に留まり、昨年同期と比較して就職希望
者は1割減との発表でした。また、台湾労働部が
7月に発表しました内容でも、2020 年における大
学新卒者約 28 万人の内、進学、兵役、公務員試験、
帰郷して農業に従事する等の理由で就活を行わな
い約9万人を除き、初めて求職活動を行う新卒予
定者の数は 19 万人とのことです。

【台湾政府による求職促進政策】

今年はコロナ禍の影響もあり、政府も新卒者の
求職活動は例年以上に厳しくなるとの判断によ
り、その対応策として 66 億台湾ドル（約 200 億円）
の緊急予算を組み、新卒者の社会参加意欲を高め
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るための「新卒者就業措置」政策を打ち出しまし
た。これらの取り組みを実施することで、就職希
望新卒者の 73％（約 14 万人）にあたる新卒者が
何らかの形で就職可能との試算を行いました。台
湾政府も学生の求職シーズンにあたる毎年の6～
7月は就業状況を把握する意味で重要な時期と見
ておりますので、労働部が纏めましたここ数年間
の失業率に関しますデータもあわせて紹介いたし
ます。

失業率 2016 2017 2018 2019 2020
4月 3.86％ 3.67％ 3.64％ 3.67％ 4.03％
5月 3.84％ 3.66％ 3.63％ 3.67％ 4.07％
6月 3.92％ 3.74％ 3.70％ 3.73％ 3.96％
7月 4.00％ 3.84％ 3.81％ 3.82％ 4.00％

台湾政府も今年の6～7月における失業率の推
移には特に注目しております。例年ですと5月以
降の失業率は月を重ねるごとに増加傾向にあった
ものが、今年の場合、新卒予定者が仕事探しを先
送りにした関係か 29 年ぶりに卒業シーズンにあ
たる6月の失業率が5月の失業率を下回るという
奇妙な現象が起きました。現時点では、6月 15
日からスタートした「新卒者就業措置」政策と失
業率との相関関係はハッキリとは解明されており
ませんが、例年とは異なる幾つかの要因が重なっ
て導き出された結果であることは間違いないとの
見解です。
今回の「新卒者就業措置」政策の内、なかでも
一番注目されております施策が「青年就業奨励計
画」（申請制）です。内容は、6月 15 日から9月
30 日迄に就職を決めた新卒者の内、入社後3か月
勤務した場合、台湾ドルの 20,000 元（日本円の
70,000 円相当）を奨励金として支給します。更に
その後3か月継続して勤務した場合も台湾ドル
10,000 元（日本円の 35,000 円相当）が追加支給
されます。このことは簡単に言えば、新卒者が入
社後6か月勤務した場合には、台湾での新卒者の
1ヵ月分の給与に相当する奨励金を受給すること

が可能ということです。
一方、台湾政府は企業側に対しても新卒者を雇

用した場合、1名の採用者に対し最長 12 か月、毎
月台湾ドル 12,000 元の補助金(支給人数制限有
り)を支給するよう用意しました。この様な金銭
による政府主導の求職活動攻勢策に呼応して、前
述でも紹介しました台湾の大手求人求職ウェブサ
イト運営企業、1111 人力銀行社でも求職登録者の
就職が決まった場合、独自にプラス台湾ドル
10,000 元の就職お祝い金を提供する旨を宣伝し
ております。連日テレビ等にて政府の奨励金制度
と就職お祝い金を同時宣伝する内容をコマーシャ
ルで放映し、更なる登録者の獲得と就職活動の活
性化を図っております。これらの官民一体による
積極的な就業奨励活動がどの位功を奏したかは不
明ですが、もしこの様な政府主導の動きが無けれ
ば、果たしてこのコロナ禍で失業率が4％に抑え
られていただろうかといった見方をされる方もご
ざいます。

【半導体・精密機械産業等の人材ニーズは引き
続き旺盛】

今回のコロナ禍により台湾は無論のこと、全世
界の産業界が被った損失は莫大なものがございま
す。但し、この様な状況でも台湾の人材が安心、
安定して業務に携わっている業界が幾つかござい
ます。その筆頭が台湾の半導体及び精密機械関連
産業です。
工業技術研究院付属機関、産業科技国際策略発

展所が4月に発表しました内容によりますと、今
回の新型コロナウイルスの影響が最も少ないであ
ろうと見られていた産業が「台湾生産・世界販売」
スタイルを確立している半導体産業です。この予
想を立証するかのように、8月 26 日時点での台
湾における全国工業用地投資案件(総額 1,000 億
元弱)の内、台湾半導体企業トップのTSMC社で
は8月迄の半年間に今後の生産能力拡充の意味
で、100 億元を超える巨額資金を投じ、台南サイ
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エンスパーク内にある他社工場や土地、あわせて
4つの物件を既に買い上げております。この様に
半導体業界に牽引される形で、今後も関連産業を
含めた業界全体での人材需要は安定して見込める
との予測をしております。
またコロナ禍により金融機関でも国内投資への
切り替えが図られたり、台湾企業の一部国内回帰
等が重なり、台湾へ資金、人材等が戻ってきてお
ります。結果、国内景気の活性化を促すこととな
り、地方都市での物件売買ブーム、国内旅行の活
況、台湾政府の振興三倍券の発行等で消費面にお
いても報復性消費（リベンジ消費）というフレー
ズが話題になるほど、国内景気は益々活発化する
のではとの見方です。また財政部によりますと政
府所有地を民間企業に提供することで経済活性化
を図った、「林口三井アウトレット」「樹林秀泰シ
ネマシアター」「滬尾藝文化レジャー園区」の事案
に倣い、政府は今後も新北市、台北市、高雄市等
における開発案件を展開するとのことです。7月
の時点では既に 62 案件が成約に至っており、将
来的には約4万件の雇用機会創出に貢献出来ると
の見方です。
この様に経済活動の面においてはコロナ禍によ
るマイナスを最小限に抑えるべく様々な対応策が
講じられるているように感じます。経済部でも7
月の小売り、外食産業界での営業額は 3,351 億元
にも達し、市場での好調な消費振りをアピールし
ております。そのため、比較的若い人材が活躍し
やすいサービス業での人材需要は今後も益々高
まってくるであろうとの見方です。特に消費者の
無店舗販売利用頻度は年々増加傾向にあり、この
分野にて活躍出来る若い人材は各企業から引っ張
りだこです。
因みにこれは余談ですが、台湾の上場企業のう
ち、給与水準を高額順にランキングしてみますと
トップ 20 社は全て半導体及び精密機械関連産業
に携わる企業で占められております。これらトッ
プ企業に勤める人達が購入する不動産物件を担当

出来れば、幹部クラスの高額物件はもちろんのこ
と、一般社員の購買物件も安定した収益を生み出
すため、一獲千金を狙う人材の間では、台北、新
竹、台中、台南等の科学園区近くの不動産業界で
就業チャンスを探せとの言い伝えが有るとか無い
とかのもっぱらの噂です。

【台湾では5年連続、毎年、労働者最低賃金が
アップ】

台湾政府は 2021 年1月より最低賃金を月額
24,000 元、時給 160 元に引き上げることを発表い
たしております。実は台湾では、蔡英文政権が発
足してから 2017 年より5年連続、毎年、労働者の
最低賃金がアップされております。来年度の最低
賃金については、今年の8月 15 日に最低賃金審
議委員会が開かれ、現在はコロナ禍の状況でもあ
り、労使双方からも代表者が出席し激しい討論が
繰り広げられたとのことですが、最終的には来年
度も賃金アップで話は纏まりました。

（ここ数年の最低賃金推移）

年度 月額 上昇率 時給 上昇率
2017 年 21,009 元 5％ 133 元 10％
2018 年 22,000 元 4.72％ 140 元 4.72％
2019 年 23,100 元 5％ 150 元 7.14％
2020 年 23,800 元 3.03％ 158 元 5.33％
2021 年 24,000 元 0.8％ 160 元 1.3％

こうした最低賃金の上昇で一番恩恵を受ける人
が企業の工場等で働く外国人労働者です。台湾で
も工場等での肉体労働は若年層から敬遠される傾
向にあるため、台湾の産業界にとっては、外国人
労働者は今やなくてはならない存在です。また逆
に雇用する企業側から見れば、この様な毎年の最
低賃金値上げは、外食産業を筆頭に、製造業、外
国人労働者を雇用している企業等には影響が大き
いです。このことからも、今後は非正規社員の活
用を考えざるを得ない企業が増えてくることと思
われます。
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【人材教育の重要性がコロナで再認識された事
例】

今回の全世界におけるコロナ禍の影響は各方面
に多大な影響を及ぼしております。未だハッキリ
とした出口の見えない状況でビジネスの世界でも
あの手この手と対応策を模索中の段階ですが、私
の知っている某日系企業では今回のコロナ禍でも
改めてそのサービス内容が再評価され、評判を高
めた企業がございます。
その企業は、台湾現地法人を立ち上げてから一
貫して採用した新人を日本の本社へ派遣し、エン
ジニアとしての研修トレーニングを積ませてきま
した。採用コスト、転職リスク等を考えれば、当
初は同業他社からも彼らの人事戦略は非常に疑問
視されておりました。しかし業務をチーム単位で
遂行する以上、一部のエンジニアとその他のエン
ジニアの間で認識にズレが生じた場合、会社自体
も莫大な損失を被るとの危機感もそうさせたのだ
と思います。コロナ発生以前は日本人エンジニア
が出張、駐在といった形でチームリーダーを務め、
台湾人エンジニアとの混成チームで業務を遂行し
ておりましたが、コロナの影響で日本人エンジニ
アの来台が不可となり、台湾人エンジニアチーム
で対応するしかない状況に陥りました。しかし

チーム全員が日本での研修を受け、業務に対する
共通認識を有していたおかげで、日本人エンジニ
アの突然の不在にもかかわらず、お客様からの業
務をストップすることなく無事乗り切ったとの話
を聞きました。当初はお客様の側でも業務が中断
することを非常に心配されておられたのですが、
最終的には今回の対応に大変感謝されたとのこと
です。
このケースは、同業他社でも社員教育に対する

重要性は十分理解していたのですが、この企業は
当初から他社との差別化を図るため、社員教育を
ほんの少し違う角度で見ていた結果だと思いま
す。但し、当面はヒトの往来がストップしていま
すので、採用人材を台湾にて研修トレーニングす
るしか方法がございません。そうしますと先輩社
員がいかに後輩社員の面倒をみるかという、台湾
側での教育トレーニングが大変重要なカギとなる
ことを強調されていました。この企業のビジョン
では、将来的には台湾人エンジニアチームが世界
各地のお客様のもとに派遣され、サービスを提供
するのが理想との事業構想でしたので、今後の難
局も必ずや乗り切ってくれるだろうと思っており
ます。

（日本語での寄稿）
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2020 年第2四半期の国民所得統計及び国内経済情勢展望

2020 年8月 14 日 行政院主計総処発表

Ⅰ 概要
行政院主計総処は8月 14 日、2020 年第1四半
期の国民所得統計の修正、第2四半期の国民所得
統計の速報値、2020 年及び 2021 年の経済見通し、
2019 年家庭収支調査統計等を発表した。概要は
以下のとおり。
一、2020 年上半期のＧＤＰ
（一）2020 年第1四半期の対前年同期比成長率
（yoy）を＋ 2.20％（修正前＋ 1.59％）に修正
した。

（二）2019 年第2四半期の対前年同期比成長率

（yoy）の速報値は▲ 0.58％（7月時点の概算
値▲ 0.73％)、季節調整後の対前期比年率換
算値(saar)は▲ 5.48％となった。

（三）2020 年上半期の経済成長率は＋ 0.78％と
なった。

二、経済予測
（一）2020 年第3、第4四半期の対前年同期比
成長率（yoy）の予測値はそれぞれ＋ 2.01％、
＋ 2.56％で、第1、第2四半期を合わせた
2020 年通年の経済成長率は＋ 1.56％となり、
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5月時点の予測値＋ 1.67％から 0.11％ポイ
ントの下方修正となった。また、一人当たり
ＧＤＰは2万 7,371 米ドル、ＣＰＩは▲
0.19％となる見通し。

（二）2021 年の経済成長率は＋ 3.92％、一人当
たりＧＤＰは2万 8,758 米ドル、ＣＰＩは＋
1.12％となる見通し。

三、所得配分
（一）2019 年の一世帯当たりの平均可処分所得
は 106.0 万元となり、前年比＋ 2.3％となっ
た。一世帯当たりの可処分所得の中央値は
90.5 万元、前年比＋ 2.1％となり、世帯内人
員数の要素を控除した一人当たり平均可処分
所得は 35.1 万元、前年比＋ 3.3％、一人当た
り可処分所得の中央値は 30.3 万元、前年比
＋ 3.9％となった。

（二）全世帯の可処分所得金額を5等分し、その

最上位平均と最下位平均との格差は 6.10 倍
となり、前年より＋ 0.01 倍の微増となった。
また、一人当たり所得を5等分した場合の同
格差は 3.90 倍となり、前年比では横ばいと
なった。

Ⅱ 国民所得統計及び予測
一、2020 年第2四半期の経済成長率（速報値）
2020 年第2四半期の実質 GDP 対前年同期比
成長率（yoy）は▲ 0.58％となり、5月時点の
予測値（＋ 0.50％）から 1.08％ポイントの下方
修正、7月時点の概算値（▲ 0.73％）から 0.15％
ポイントの上方修正となった。季節調整後の前
期比(saqr)は▲ 1.40％、同年率換算値(saar)は
▲ 5.48％となった。
（一）外需面について
1．2020 年第2四半期は、新型コロナウィル
スの感染拡大により、伝統産業の外需が引
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き続き減少し、原材料価格が下落したもの
の、感染拡大は遠距離サービスの商機をも
たらし、半導体、情報通信及び5G技術応
用商品などへの需要が増加し、一部の減少
幅を相殺した。また、第2四半期の輸出（米
ドルベース）は前年同期比▲ 2.42％（台湾
元ベースでは▲ 5.92％）となった。このう
ち、鉱産品▲ 62.75％、ゴム・プラスチック
製品、基本金属製品及び機械はそれぞれ▲
19.95％、▲ 19.04％、▲ 11.66％となった。
一方、最も高いウェイトを占める電子部品
業は＋ 20.32％、情報通信及びＡＶ機器＋
12.53％となった。原材料価格の下落によ
り、2020 年第2四半期の輸入（米ドルベー
ス）は前年同期比▲ 4.00％（台湾元ベース
では▲ 7.41％）となった。このうち、農工
原材料及び消費関連品はそれぞれ▲
6.62％、▲ 1.28％となったが、資本設備は
＋ 4.60％となった。
2．在宅経済の活況、リモートワーク、遠距
離教育への需要増は、海外生産比率の高い
情報通信商品の受注が増加し、三角貿易が
プラス成長に好転したものの、防疫措置に
よる外国人観光客の入境が殆ど凍結され、
サービス輸出が激減したことから、各統計
の調整を行い、サービス輸出入を計上し、
物価要因を控除した商品及びサービスの実
質輸出及び輸入はそれぞれ▲ 3.50％、▲
4.09％となった。輸出と輸入を相殺した外
需全体の経済成長率全体への寄与度は＋
0.06％ポイントとなった。

（二）内需面について
1．第2四半期は、民間消費は新型コロナ
ウィルス感染の拡大により、国民の海外消
費が大幅に減少し、国内での消費も控えた
ものの、名目国内消費は微増となった。
⑴ 出入国の禁止により、出国者数は▲
98.94％（Ｑ1：▲ 49.17％）と減少幅が過
去最大となった。国民の海外消費支出（速
報値）は▲ 96.39％（Ｑ1：▲ 54.01％）と
民間消費への寄与度は▲6％ポイント超と
なった。一方、旅行支出（サービス輸入）
も減少したが、ＧＤＰ全体への影響はない。

⑵ 国内消費について、第2四半期の新型コ
ロナウィルス感染の影響は第1四半期より
顕著となったものの、国民は海外旅行でき
ず、国内旅行者数が大幅に増加し、民間消
費の減少幅を相殺した。

⑶ 第2四半期の小売業売上額は前年同期比
▲ 5.76％となり、台湾高鉄（台湾エクスプ
レス）、台鉄（在来線）、ＭＲＴの利用は2
～3割減、国内航空会社の旅客運送収入も
9割減、飲食レストラン業売上額が▲
12.36％、住宅消費も大幅に減少したもの
の、新型コロナウィルスの感染拡大は在宅
経済、電子商取引、デリバリー化の活況を
もたらし、ゲーム機の販売好調（上場・店
頭売上＋ 14.60％）、株取引の活況（取引高
＋ 53.96％）、個人の投資増加による株式の
取引手数料収入が大幅に増加したことか
ら、各項目と合わせて、外国人観光客の消
費減少、物価要因を控除した第2四半期の
国内消費は＋ 1.23％（Ｑ1：＋ 1.79％）と
なった。

⑷ その他の各指標と合わせ、国民による国
内外消費を計上した第2四半期の実質民間
消費の成長率（速報値）は▲ 4.98％（Ｑ1：
▲ 1.55％）と過去最大の減少幅となった。

2．実質政府消費は▲ 1.00％、経済成長全体
への寄与度は▲ 0.14％ポイントとなった。

3．民間投資は、2020 年第2四半期の資本設
備輸入（台湾元ベース）は前年比＋ 0.75％
となり、機械設備投資が持続的に成長し、
建築工事投資が安定的に成長しているもの
の、運輸機械投資における飛行機の新規購
入が前年より大幅に減少した。知的財産を
計上した実質民間固定投資は＋ 0.03％と
なった。また、政府投資＋ 4.26％、公営事
業投資＋ 46.41％、及び実質在庫調整の増
加を合わせた実質資本形成全体は前年同期
比＋ 9.73％となり、経済成長率全体への寄
与度は＋ 2.23％ポイントとなった。

4．以上の各項目を合わせた第2四半期の内
需全体の成長率は▲ 0.58％、経済成長率全
体への寄与度は▲ 0.52％ポイントとなった。
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（三）生産面について
1．農業は、野菜、果物など農作物の増産に
より、第2四半期の農業の実質成長率は＋
2.33％となり、経済成長率への寄与度は＋
0.05％ポイントとなった。
2．工業生産は＋ 3.47％となった。このう
ち、製造業生産指数はハイエンド半導体の
受注増加、遠距離商機の持続拡大が関連産
品の増産を押し上げたものの、新型コロナ
ウィルスの感染拡大が伝統産業への需要に
影響を与え、また、国際原油価格の暴落に
よる減産が一部の成長を抑制したことか
ら、第2四半期製造業の実質成長率は＋
4.83％となり、三角貿易の収益及び研究開
発等を合わせた第2四半期の製造業の実質
成長率は＋ 3.48％となり、経済成長率への
寄与度は＋ 1.10％ポイントとなった。建
設業は着工面積の拡大、生産活動の活況に
より、第2四半期の建築業の実質成長率は
＋ 4.37％となり、経済成長率への寄与度は
＋ 0.12％ポイントとなった。
3．サービス業について、卸売業は、新型コ
ロナウィルスの感染拡大による対外貿易へ
の（負の）影響、国際原材料価格の下落に
より、第2四半期の卸売業売上額は▲
2.49％ と な っ た。小 売 業（売 上 額 ▲
5.76％）を計上し、物価要因を控除した卸
売・小売業全体の実質成長率（速報値）は
＋ 0.78％となり、経済成長率への寄与度は
＋ 0.12％ポイントとなった。運輸及び倉
庫業は、新型コロナウィルス感染の影響を
受け、各陸上の旅客運搬量が2割～3割減
となり、航空会社の旅客運搬量が出入国の
禁止により9割減となった。一方、国内生
産活動が持続し、「在宅経済」が貨物運搬へ
の需要増加を押上げたことは一部の減少幅
を相殺したことから、第2四半期の運輸及
び倉庫業の実質成長率は▲ 23.73％とな
り、経済成長率への寄与度は▲ 0.72％ポイ
ントとなった。宿泊及び飲食レストラン業
は新型コロナウィルス感染の影響により、
第2四半期の観光宿泊施設の総収入は▲
54.65％となり、飲食レストラン業売上額

が▲ 12.36％となった。宿泊・飲食レスト
ラン業の実質成長率は▲ 15.20％となり、
経済成長率への寄与度は▲ 0.40％ポイン
トとなった。金融及び保険について、銀行
の利息収入純額は＋ 4.26％、証券先物の売
上収入は＋ 18.87％となったものの、銀行
手数料収入は▲ 7.24％、生保の保険収入は
▲ 7.63％となった。その他保険サービス、
投資信託顧問料等の手数料と合わせた第2
四半期の金融・保険の実質成長率は＋
2.16％、経済成長率への寄与度は＋ 0.16％
ポイントとなった。

二、2020 年上半期の経済成長率＋ 0.78％
（一）2020 年第1四半期の対前年同期比成長率
（yoy）は＋ 2.20％となり、5月時点の速報
値（＋ 1.59％）から 0.61 ポイントの上方
修正となった。これは主に、中央銀行の国
際収支（BOP）、各級政府の実際資料、経済
部の「製造業投資及び運営概況調査」の最
新資料に基づいて修正を行ったことによる
ものである、このうち、民間固定投資が大
幅に修正を行った原因は主に、機械設備投
資が最新の調査結果により修正を行ったこ
とによるものである。季節調整後の前期比
(saqr)は▲ 1.03％、同年率換算値(saar)は
▲ 4.07％となった。

（二）第1四半期＋ 2.20％、第2四半期▲ 0.58％
を合わせた 2020 年上半期の経済成長率は
＋ 0.78％となった。

三、2020 年下半期及び 2021 年の経済展望
（一）国際経済情勢
1．新型コロナウィルス（COVID-19）の感
染が世界的に拡大したことを受けて、2020
上半期の多く国家の経済が衰退することと
なった。ＩＨＳ Markit グローバルインサ
イト(以下「ＩＨＳ」)の7月の最新資料に
よると、COVID-19 の新規感染者数は今後
数ヶ月の間にピークとなり、（夏季の終わ
りにピークに達すると仮定した5月時点の
資料と同様）、防疫関連措置は 2020 年下半
期に漸次に解除され（5月時点の仮定と同
様）、また、仮に治療薬のワクチンの供給が
2021 年の半ば（5月時点の仮定である
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2021 年末或いは 2022 年初となることを前
倒しする）となる場合、2020 年の世界経済
の成長率は▲ 5.5％（5月時点の予測と横
ばい）と 2009 年金融危機発生時（▲ 1.7％）
を下回るが、2021 年は基準値の低下によ
り、成長率は＋ 4.4％に回復する見通しで
ある。このうち、2020 年及び 2021 年の先
進国経済の成長率はそれぞれ▲ 6.8％
（0.6％ポイント上方修正）、＋ 3.6％とな
り、新興国経済の成長率はそれぞれ▲
3.5％（0.9％ポイントの下方修正）、＋
5.6％となる見通しである。
2．米国経済は、第2波の新型コロナウィル
スの感染が拡大し、経済回復に頭打ちとな
り、回復のテンポに影響を与えることから、
IHS の予測では、2020 年の経済成長率は前
年同期比▲ 6.1％（1.2％ポイントの上方修
正）、2021 年は＋ 3.7％となる見込み。
3．ユーロ圏の経済は緩やかに回復し、経済
指標が好転したものの、新型コロナウィル
ス感染が就労及び所得に大きく影響し、経
済成長に頭打ちとなることから、2020 年の
ドイツ、フランス、イギリスはそれぞれ▲
6.0％（0.5％ポイント上方修正）、▲ 10.3％
（0.9％ポイント下方修正）、▲ 11.9％（横
ばい）となり、2021 年（成長率）は、それ
ぞれ＋ 3.9％、＋ 5.6％、＋ 4.9％となる見
通しである。
4．中国大陸の経済はロックダウンの解除に
より回復したものの、需給面の回復テンポ
が一致しておらず、経済回復を抑制するこ
とから、2020 年の経済成長率は前年同期比
＋ 0.5％（横ばい）、2021 年は基準値の低下
により＋ 7.8％となる見通しである。
5．IHS が予測した 2020 年における韓国の
経済成長率は▲ 0.8％（0.1％ポイントの上
方修正）となる見込み。香港は▲ 7.4％
（0.8％ポイントの下方修正）、シンガポー
ルは▲ 9.1％（1.0％ポイントの下方修正）、
及び、日本は▲ 5.2％（0.3％ポイントの上
方修正）となり、2021 年（成長率）はそれ
ぞれ＋ 1.7％、＋ 3.7％、＋ 2.8％、＋ 2.0％
となる見通し。

（二）2020 年、2021 年の国内経済予測
1．対外貿易
⑴ 今年に入り、新型コロナウィルスの感
染が世界的に拡大し、各国の経済活動に
衝撃を与え、需要が明らかに減少し、原
材料価格が下落し、伝統産業の商品の輸
出が大幅に減少したものの、国内防疫対
策が成功したことにより、生産活動が持
続し、且つ半導体、情報通信及びAV機
器業者による国内生産力の拡大は5 G
（第五世代高速通信）や高速演算などの
新興応用技術及び遠距離サービス商機の
拡大をもたらし、輸出も増加したことか
ら、2020 年上半期の輸出総額は 1,580 億
米ドル、前年同期比＋ 0.52％となった。
物価要因を控除した 2020 年上半期輸出
の実質成長率は＋ 4.83％となる見通し。
下半期において、半導体、情報通信及び
AV機器の輸出好調が持続し、加えて原
材料価格が下げ止まり上昇することか
ら、2020 年の輸出は 3,289 億米ドル、前
年同期比▲ 0.10％となる見込み。原材
料価格の上昇、及び輸出と内需増加に伴
う輸入増加により、2020 年の輸入は
2,823 億米ドル、前年同期比▲ 1.18％と
なる見通し。

⑵ 新型コロナウィルスの感染拡大によ
り、各国は外国観光客や国民の出入国を
厳しく制限し、外国観光客、及び出国者
数ともに激減したことに伴い、サービス
貿易における旅行収入、支出ともに大幅
に減少した。商品及びサービス貿易を計
上し、物価要因を控除した 2020 年の輸
出の実質成長率は▲ 2.74％、輸入の実質
成長率は▲ 4.43％となる見通しである。

⑶ 2021 年を展望すると、世界経済が漸次
に回復し、IMF（国際通貨基金）の最新
予測によると、2021 年の世界の貿易量は
今年の▲ 10％から＋ 8.0％に好転する見
込み。また、外需の大幅増、米中貿易摩
擦及び新型コロナウィルス感染の影響が
グローバルサプライチェーンの再構築を
加速し、台湾の半導体産業における製造
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工程の優位性によって生産が拡大し、輸
出成長が期待できることから、2021 年の
輸出は 3,508 億米ドル、前年同期比＋
6.66％となり、輸入は 3,000 億米ドル、
同＋ 6.26％となる見通し。商品及び
サービス貿易を合計し、物価要因を控除
した 2021 年の輸出・輸入の実質成長率
は、それぞれ＋ 5.61％、＋ 4.55％となる
見通し。

2．民間消費
出国者数及び海外消費が激減し、民間消
費を大幅に押し下げたものの、国民は出国
できないため国内で消費を大幅に増加し、
新型コロナウィルスの感染拡大が在宅経済
の活況をもたらし、防疫制限が漸次に解除
し、爆発性の消費拡大、政府が各種支援及
び消費振興措置を積極的に推進することは
マイナスの影響を一部相殺することから、
2020 年の民間消費の実質成長率は▲
1.44％となり、2021 年は国内外景気の回
復、及び基準値の低下から、＋ 3.55％とな
る見通しである。
3．固定投資
民間投資については、国内半導体業者の
資本支出が引き続き増加し、台湾企業によ
る回帰投資が次第に定着し、洋上風力発電
及び太陽光発電などグリーンエネルギー施
設が引き続き建設され、電信業者による5
Gインフラ建設構築の加速、老朽建築物の

建替えなど投資活動の積極的推進により、
民間投資は堅調な成長となることから、
2020 年の民間投資の実質成長率は＋
2.41％となり、2021 年は＋ 2.10％となる
見込み。公共投資を計上し、物価要因を控
除した 2020 年の固定投資の実質成長率は
＋ 4.65％となり、2021 年は＋ 1.86％とな
る見通しである。

4．物価
⑴ 国際機関の予測、及び、石油価格の変
動を参考とし、2020 年の OPEC バス
ケット原油価格を1バレル＝ 42.2 米ド
ル（2020 年5月時点の予測値から 8.4 米
ドルの上方修正）、また、2021 年の
OPEC バスケット原油価格を1バレル
＝ 50.2 米ドルと設定する。

⑵ 2020 年の卸売物価指数（WPI）は、各
国は経済活動を次々再開し、需要増加を
もたらし、国際原油価格及び農工原材料
価格の下落幅が漸次に縮小することか
ら、2020 年の WPI は▲ 7.67％となり、
2021 年は原材料価格の上昇により、＋
0.84％となる見込み。

⑶ 消費者物価指数（CPI）は、国際原油価
格の下落幅が漸次に縮小することから、
2020 年のＣＰＩは▲ 0.19％となり、
2021 年は＋ 1.12％となる見通し。

5．以上の要因を総合すると、2020 年通年の
経済成長率は＋ 1.56％（0.11％ポイントの
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下方修正）となる。このうち、上半期の経
済成長率は＋ 0.78％（0.25％ポイントの下
方修正）、下半期の経済成長率は＋ 2.29％
（0.03％ポイントの上方修正）となる。Ｃ
ＰＩは▲ 0.19％となる見通し。また、2021
年の経済成長率は＋ 3.92％、C ＰＩは＋
1.12％となる見通し。

（三）主要な不確実性
1．新型コロナウィルスに対する感染抑制措
置の有効性、また、各国のロックダウンの
解除時期。
2．米国と中国との間での貿易摩擦及びハイ
テク摩擦の今後の展開。
3．各国の財政及び金融政策の効果。
4．石油、原材料価格の動向、及び、国際的
な株式・為替・債券市場の動向。

Ⅲ、2019 年の家庭収支調査結果
一、一世帯当たりの可処分所得は 106.0 万元、中
央値は 90.5 万元
（一）2019 年の台湾地区全体の家庭所得総額は
11 兆 6,680 億元で、前年比＋ 3.0％となった。
また、一世帯当たりの可処分所得は 106.0 万
元で、前年比＋ 2.3％、一人当たりの平均可
処分所得は 35.1 万元で、同＋ 3.3％となっ
た。

（二）中央値でみると、2019 年の一世帯当たり
の可処分所得は 90.5 万元で、前年比＋
2.1％、一人当たり可処分所得の中央値は
30.3 万元で、同＋ 3.9％となった。

二、一世帯当たりの可処分所得の格差は 6.10 倍、
一人当たりの可処分所得の格差は 3.90 倍
（一）一世帯当たりの可処分所得を水準によっ
て5等分すると、2019 年の上位 20％の一世
帯当たりの平均可処分所得は 213.8 万元で、
前年比＋ 1.9％、下位 20％は 35.0 万元で、前
年比＋ 1.5％となり、その格差は 6.10 倍と
2018 年の 6.09 倍と比較して＋ 0.01 倍分微
増した。またジニ係数は 0.339 となり、2018
年より＋ 0.001 の微増となった。

（二）「世帯ベース」で計算した可処分所得は世
帯内の人数の変動に左右されやすいため、「一
人当たり」で計算した可処分所得の所得格差

では、2019 年は 3.90 倍と、2018 年と横ばい
となった。

（三）各国の比較については、各国の事情及び調
査内容の相違により、所得の内容、調査対象、
範囲が大きく異なるため、可処分所得格差の
国際比較の意義は大きくない。ただトレンド
の変化からみると、世界的な専門分業化、知
識経済の発展、人口高齢化及び家庭構成の変
化に伴い、世帯を単位とする所得格差は各国
において長期的に拡大傾向にある。

三、政府の移転収支によって所得格差は▲ 1.16
倍分縮小
（一）政府は社会的弱者の保護政策を引き続き
強化しており、2019 年の各政府機関が各家庭
に提供している各種補助（低所得世帯への生
活保護、中低収入世帯への老人生活手当、老
齢農民補助、各種社会保険補助等）によって、
所得格差は▲ 1.02 倍分縮小した。また、家
庭から政府に対する移転支出の格差は▲
0.14 倍分縮小した。

（二）家庭及び政府間の移転収支全体としては、
所得格差を▲ 1.16 倍分縮減させており、政
府移転収支を加味しない場合の所得格差は
7.26 倍となり、2018 年より＋ 0.01 倍分の微
増となった。

四、一世帯当たりの消費支出は＋ 2.2％、貯蓄は
＋ 2.5％
（一）2019 年の台湾地区全体の家庭消費支出は、
総額7兆 2,427 億元となり、前年比＋ 3.3％。
一世帯当たりの消費支出は 82.9 万元となり、
2018 年より＋ 2.2％となった。一世帯当たり
の貯蓄は 23.1 万元となり、前年比＋ 2.5％と
なった。

（二）消費支出の内訳を見ると、住宅サービス、
水道・電気・ガス及びその他燃料への消費が
最も多く（23.6％）、次いで国民の平均寿命の
向上に従って衛生保健への関心が強まってお
り、医療保険に対する支出割合も漸次に増加
している（16.0％）。一方、食品、飲料及びた
ばこは年々減少趨勢となっている（15.2％に
減少）。

五、居住生活はますます現代化
（一）設備普及率：2019 年の携帯電話及び有線
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テレビの普及率は、それぞれ 95.6％、85.9％
となった。また、パソコンの普及率は 66.7％
となり、このうち、96％の家庭がインターネッ
トを使用している。

（二）住宅所有率：2019 年の住宅所有率（居住し
ている世帯員のいずれかが住宅の所有権を有
している割合）は 84.7％。また、居住してい
ない夫婦、両親又は子供が住宅の所有権を有
している割合は 4.6％となっており、両者を
合計すると 89.3％となる。

六、政府の実物給付によって所得格差は▲ 0.38
倍分縮小
（一）政府の各種社会福祉措置による所得分配
効果を評価するため、本総処は、政府の現物給
付分（transfer in kind、例えば、身体障害者専

用バス、老人向け乗車補助、身体障害者向けヘ
ルパーサービス費補助等）、及び、受益者にか
かる明細資料を収集するとともに、財政関係の
資料を利用して当該受益家庭の所得分位を判
断し、所得分配の改善効果を推計した。

（二）2019 年の政府の現物給付総額は 1,478 億
元であり、一世帯当り平均受益額は 1.7 万元、
このうち低所得層は 2.6 万元、高所得層は
1.7 万元となっている。2019 年の可処分所得
格差 6.10 倍に対して、政府現物給付を加味
した場合の可処分所得格差は 5.72 倍となり、
格差は▲ 0.38 倍分縮小しており、改善効果
は 2018 年より＋ 0.01 倍分微増した。

（了）
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重要経済指標 行政院主計総処 2020 年8月 14 日発表

経済成長率（実質GDP）（％） 一人当たりGDP 一人当たりGNI 消費者物
価上昇率
(％)

卸売物価
上昇率
(％)

名目 GDP
（百万台湾元）前年

同期比
前期比

（年率換算） 前期比 台幣元 米ドル 台幣元 米ドル

2009年 ▲1.57 － － 559,807 16,933 577,241 17,460 ▲0.87 ▲8.73 12,961,656

2010年 10.63 － － 607,596 19,197 625,560 19,765 0.97 5.46 14,119,213

2011年 3.80 － － 614,922 20,866 630,965 21,410 1.42 4.32 14,312,200

2012年 2.22 － － 630,749 21,295 649,322 21,922 1.93 ▲1.16 14,677,765

2013年 2.48 － － 654,142 21,973 671,384 22,552 0.79 ▲2.43 15,270,728

2014年 4.72 － － 694,680 22,874 713,443 23,492 1.20 ▲0.56 16,258,047

2015年 1.47 － － 726,895 22,780 745,634 23,367 ▲0.30 ▲8.85 17,055,080

2016年 2.17 － － 746,526 23,091 765,711 23,684 1.39 ▲2.98 17,555,268

2017年 3.31 － － 763,445 25,080 782,437 25,704 0.62 0.90 17,983,347

2018年 2.75 － － 777,898 25,792 795,489 26,376 1.35 3.63 18,342,891

第1季 3.23 4.30 1.06 190,506 6,498 200,172 6,825 1.55 ▲0.12 4,491,283

第2季 3.40 1.04 0.26 189,697 6,370 193,114 6,484 1.72 4.90 4,472,511

第3季 2.47 0.74 0.18 194,773 6,349 192,702 6,280 1.67 6.70 4,592,725

第4季 1.97 3.29 0.81 202,922 6,575 209,501 6,787 0.46 3.14 4,786,372

2019年 2.71 － － 800,542 25,893 819,724 26,514 0.56 ▲2.26 18,886,878

第1季 1.84 3.33 0.82 193,793 6,286 201,983 6,551 0.33 0.70 4,571,403

第2季 2.60 1.81 0.45 195,177 6,266 201,544 6,470 0.81 ▲0.58 4,604,248

第3季 3.03 2.86 0.71 202,491 6,488 200,938 6,438 0.41 ▲4.01 4,777,245

第4季 3.29 6.56 1.60 209,081 6,853 215,259 7,055 0.70 ▲4.99 4,933,982

2020年(f) 1.56 － － 814,860 27,371 836,551 28,096 ▲0.19 ▲7.67 19,226,770

第1季(r) 2.20 ▲4.07 ▲1.03 197,154 6,539 206,420 6,846 0.54 ▲5.11 4,652,785

第2季(p) ▲0.58 ▲5.48 ▲1.40 194,420 6,496 200,384 6,695 ▲0.98 ▲11.29 4,586,401

第3季(f) 2.01 13.14 3.14 207,633 7,031 206,533 6,994 ▲0.25 ▲8.76 4,897,844

第4季(f) 2.56 7.22 1.76 215,653 7,305 223,214 7,561 ▲0.07 ▲5.43 5,089,740

2021年(f) 3.92 － － 848,939 28,758 870,884 29,502 1.12 0.84 20,039,184

第1季(f) 4.54 3.92 0.97 205,717 6,969 214,927 7,281 0.54 ▲2.68 4,855,597

第2季(f) 5.97 0.79 0.20 205,585 6,964 211,591 7,168 1.67 3.38 4,852,635

第3季(f) 3.34 0.91 0.23 215,333 7,294 214,180 7,255 1.22 1.86 5,082,983

第4季(f) 2.07 2.23 0.55 222,304 7,531 230,186 7,798 1.09 0.95 5,247,969

r：修正値、p：速報値、ｆ：予測値
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2020 年第2四半期の国際収支統計

2020 年8月 20 日 台湾中央銀行発表
（仮訳）

◆概要
2020 年第2四半期の国際収支全体は、経常収支
が 217.7 億米ドルの黒字、金融収支が 165.4 億米
ドルの純資産の増加、中央銀行準備資産が 69.6
億米ドルの増加となった。

◆内訳
⑴ 経常収支
経常収支の黒字額は、前年同期比ベースで
＋ 25.0％の増加となる 43.5 億米ドル増と
なった。
① 貿易収支の黒字は、前年同期比 11.0 億
米ドル増加の 154.9 億米ドルの黒字となっ
た。増加の主な要因は､5 G ネットワーク
やハイパフォーマンスコンピューターや台
湾の世界をリードする高い競争力を持つ半
導体企業といった新産業が電子部品等の輸
出の大きな余剰に貢献した。これが外需の
弱さと原材料価格の低下により弱い動きを
見せた伝統的産業のマイナスを相殺した。
② サービス収支の赤字は、昨年同期比の
12.2 億米ドルの赤字から､主に旅行収支の
赤字の減少を受けて、7.5 億ドルとなった。
③ 第一次所得収支は、主に海外銀行の対外
利払いの減少や居住者の海外直接投資の利
益の増加を受けて、前年同期比 14.3 億米
ドルの増加の 62.3 億米ドルの黒字となっ
た。

④ 第二次所得収支の赤字は、主に支援を
目的とした家族間の国内送金の減少を受け
て、前年同期比 1.4 億米ドル増加し、7.1
億米ドルとなった。

⑵ 金融収支
① 直接投資は、27.4 億米ドルの純資産の増
加となった。このうち、居住者による対外
直接投資、及び海外投資家による対内直接
投資は、それぞれ 34.5 億米ドル、7.1 億米
ドルの純増となった。

② 証券投資は、189.5 億米ドルの純資産の
増加となった。このうち、居住者による対
外証券投資は、主に国内の保険部門による
海外証券投資の増加を受けて、155.7 億米
ドルの純増となった。非居住者による証券
投資は、主に海外投資家による台湾株式の
保有の削減を受けて、33.8 億米ドルの純減
となった。

③ 金融派生商品の純資産は、主にその他金
融機関による金融派生商品の処分損失にか
かる支払いを受けた債務の減少を受けて、
4.3 億米ドルの増加となった。

④ その他投資の純資産は、主に銀行部門の
海外への貸付けの減少を受けて、55.7 億米
ドルの減少となった。

（了）
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国際収支の推移
（単位：億米ドル）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ（r) Ⅱ（r) Ⅲ（r) Ⅳ（r) Ⅰ（r) Ⅱ（p)

経常収支 708.4 218.6 175.7 109.0 205.1 650.9 171.1 174.0 136.2 169.6 181.6 217.7

貿易収支 670.3 163.9 179.6 157.1 169.7 576.7 126.1 144.0 165.0 141.6 124.1 154.9

輸出 3,455.0 819.3 880.9 885.8 869.0 3,307.8 782.5 829.4 841.1 854.8 757.7 776.3

輸入（▲） 2,784.6 655.4 701.3 728.7 699.3 2,731.1 656.4 685.5 676.1 713.1 633.6 621.4

サービス収支 ▲66.2 ▲13.9 ▲23.3 ▲22.9 ▲6.1 ▲51.2 ▲9.9 ▲12.3 ▲18.7 ▲10.3 ▲6.1 7.5

第一次所得収支 137.5 77.6 26.6 ▲16.7 50.0 154.1 62.7 48.0 ▲4.5 47.8 72.1 62.3

第二次所得収支 ▲33.2 ▲9.1 ▲7.3 ▲8.4 ▲8.5 ▲28.6 ▲7.8 ▲5.7 ▲5.7 ▲9.5 ▲8.5 ▲7.1

資本移転等収支（▲） 0.6 0.0 0.0 0.1 0.6 ▲0.0 0.0 0.1 ▲0.1 ▲0.1 0.1 0.0

金融収支（▲） 542.2 139.9 136.5 70.5 195.3 522.3 172.5 137.3 118.3 94.2 170.8 165.4

直接投資（▲） 110.6 18.3 ▲7.5 41.1 58.7 35.5 11.6 20.6 7.2 ▲3.9 13.6 27.4

証券投資（▲） 840.3 297.9 231.7 124.7 186.0 464.0 127.6 104.4 219.6 12.4 236.7 189.5

デリバティブ（▲） 16.4 ▲0.0 4.6 10.5 1.2 25.0 ▲2.3 18.6 6.0 2.7 10.9 4.3

その他（▲） ▲425.1 ▲176.3 ▲92.2 ▲105.9 ▲50.6 ▲2.3 35.5 ▲6.4 ▲114.5 83.0 ▲90.5 ▲55.7

中銀準備資産変動（▲） 125.0 47.6 21.6 33.6 22.2 166.6 27.3 24.5 40.0 74.8 41.3 69.6

（出所）2020.5.20 中央銀行発表 ｒ：修正値 ｐ：速報値

2018 2019(r) 2020(p)



「韓流（韓国瑜ブーム）」はなぜ終わったのか

日本台湾交流協会台北事務所 1 渉外室専門調査員
水村 太紀

1．はじめに

「私たちの高雄市と、高雄市の 280 万の善良
な民衆の幸運をお祈りいたします。高雄市が
全台湾で、全世界でこれからも輝き続けます
ように。高雄に幸あれ、台湾に幸あれ、中華
民国に幸あれ！2 」

これは、2020 年6月6日に実施された高雄市長
罷免投票で 93 万 9090 票の罷免賛成票を受け、直
轄市の市長としては台湾政治史上初めての罷免が
確実となった夜、韓国瑜・高雄市長（当時）が述
べた敗戦の弁の一節である。2018 年 11 月 24 日
の統一地方選挙で圧倒的な人気を誇り、国民党候
補として 20 年振りに高雄市長の座を手にした韓
国瑜が巻き起こした「韓流（韓国瑜ブーム）」は、
2020 年1月 11 日の総統選挙での敗北を経て、こ
の日完全に終止符を打たれた。
従来の台湾政治の主流であったエリート層や民
主運動家出身の政治家とは異なり、「高雄発大財
（高雄は大儲け）」のスローガンを掲げ、巧みな演
説で経済格差の拡大に対する庶民層の不満を煽っ
て人気を得た韓国瑜の政治手法は、まさに水島治
郎・千葉大学教授が「人民の立場から既成政治や
エリートを批判する政治運動3」と定義するポピュ
リズムそのものであった。近年の台湾政治史にお

いては極めて特異な現象と言えるこの韓国瑜ブー
ムは、いかなる経緯で一年半あまりのうちに終わ
りを迎えることになったのだろうか。
本稿では、この韓国瑜ブームが終焉に至った原

因を(1)習近平・国家主席の「一国二制度台湾方案」
を巡る発言や香港における反逃亡犯条例改正デモ
といった外的要因に加え、(2)韓国瑜本人の失言・
失態や国民党内部の分裂という内的要因から振り
返り、韓国瑜のようなポピュリスト型の政治家が
今後もまた台湾で誕生する可能性があるのかを分
析するものである。これまで、韓国瑜ブームが生
まれた背景に着目した先行研究は複数見られる
が、その終焉に焦点を当てた研究は少なく、韓国
瑜の高雄市長失職後のこのタイミングで、韓国瑜
ブーム終焉の理由について改めて分析・検討を行
うことは、台湾政治研究においても意義が大きい
と考えられる。

2．韓国瑜ブームとは何だったのか

米国におけるトランプ大統領の当選や英国の
EU離脱といった、近年各国で高まるポピュリズ
ムの風潮を語る中で無視できない要因が、グロー
バル化の恩恵を受けられず、既存の政治家にも助
けを求められない「置き去りにされた人々」の不
満である。米国では中西部の「ラストベルト」
（Rust Belt：寂れた工業地帯）と呼ばれる地域に
住み、製造業や鉄鋼業が廃れる中でレイオフを受
けた白人労働者が中心となって、2016 年の大統領
選挙でのトランプ当選を後押しした。また、英国
でも EU離脱の原動力となったのは、イングラン
ド中部・北部の旧工業地帯や小都市、農村に住む
労働者階級であったと言われている。
同様の現象は 2018 年の台湾・高雄でも見られ
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1 本稿は当協会の公式見解を示すものではなく、また政治
的な立場を示すものでもない。また、本稿中の人物の組織
名・肩書きは当時のものである。
2 「【演說全文】2感謝3遺憾1祝福！韓國瑜控「罷韓國家
隊」抹黑扭曲造謠」『蘋果日報』、2020 年6月6日
3 水島治郎『ポピュリズムとは何か：民主主義の敵か、改
革の希望か』中央公論新社、2016 年



ていた。11 月の統一地方選挙の前に、陳淑美・崑
山科技大学教授が中国評論新聞のインタビューで
述べたところによると、高雄市は台湾第二の都市
であるにもかかわらず、人口流出や賃金低下の結
果として住宅価格は新北や台中、桃園を下回る有
様で、労働集約型で時代に合わない産業は次々と
淘汰されているのに、新しい産業が入ってこない
状況であったという4 。また、小笠原欣幸・東京
外国語大学教授は韓国瑜の高雄市長当選の背景に
ついて、体制化・権威化した民進党が「高雄市は
すばらしい」というスローガンをひたすら掲げ続
けていることに、庶民層が反感を抱いた点を指摘
している5 。以上を踏まえると、2018 年に巻き起
こった韓国瑜ブームとは、産業構造の変化に乗り
切れず、エスタブリッシュメント化した民進党か
らも見放されたと考えた高雄市民が、既存のエ
リートと一線を画す韓国瑜に高雄市再生への期待
を託したものと言える。

3．外的要因

3-1．習近平の重要講話と香港の反逃亡犯条例改
正デモ
2018 年 11 月の高雄市長選挙で勝利した韓国瑜
については、台湾のテレビ局「TVBS」が選挙直
後に実施した世論調査でも、台湾の主要政治家の
中で最も高い 62％の支持率を獲得したほか6 、中
国国務院台湾事務弁公室の馬暁光・報道官も「既
に高雄に大陸の旅行会社が向かっている。良い知
らせの始まりだ7 」と述べるなど、一般の台湾人
だけでなく中国側も好意的な態度を示していた。

ところが、このような韓国瑜に有利な風向きは、
それから1ヶ月余りの間に流動化することにな
る。2019 年1月2日、習近平・中国国家主席は「台
湾同胞に告げる書」40 周年の重要講話で、台湾に
対して「一国二制度台湾方案」の受け入れを求め、
国民党が従来「一中各表（『一つの中国』の原則を
堅持するが、その意味はそれぞれが表明する）」と
定義してきた「92 年コンセンサス」を「台湾海峡
の両岸は一つの中国に属し、国家統一を目指して
共に努力する」ことと再定義し、さらには「武力
の使用を放棄することは約束しない」と言い切っ
た8 。「一つの中国」原則を強調しながらも、当時
の台湾総統である李登輝に対して、両岸双方の指
導者による相互訪問を呼び掛けた江沢民（江八点）
や、「敵対状態を収束させ、平和協議を達成する」
ことを訴えた胡錦濤（胡六点）と比較すると、今
回の習近平の演説（習五点）では、両岸統一に向
けた強硬姿勢が一層顕著になったと言えよう。
この習近平の重要講話に対して、蔡英文は同日

午後のうちに「我々は未だかつて『92 年コンセン
サス』を受け入れたことがないことを強調しなけ
ればならない。その根本的理由は、北京当局が定
義した『92 年コンセンサス』が『一つの中国』、
『一国二制度』であるからだ」、「台湾は断固として
『一国二制度』を受け入れない。台湾の民意の圧
倒的多数は『一国二制度』に強く反対しており、
これは『台湾コンセンサス』である9 」と明確な
ノーを突きつけた。一方の韓国瑜は、高雄市政府
を通して「中華民国憲法と両岸人民関係条例の枠
組みの下で、両岸交流は 92 年コンセンサスに則っ
て行われるべきである10」というメッセージを発
し、従来の国民党の姿勢を堅持するに留めた。蔡
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4 「高雄又老又窮？ 陳淑美：問題在産業」『中國評論新聞
網』、2018 年 10 月 26 日
5 小笠原欣幸「2018 年台湾統一地方選挙の分析」
<http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/ogasawara/analysis/
localelection2018analysis.pdf>
6 「九合一選後國內主要政治人物聲望調查」『TVBS 民調
中心』、2018 年 11 月 29 日。蔡英文は同調査最下位の 15％
7 「韓國瑜承認九二共識 國台辦：兩岸關係好、台灣才會好」
『中時電子網』、2018 年 11 月 28 日

8 「習近平：在《告台灣同胞書》發表 40 周年紀念會上的講
話」『新華網』、2019 年1月2日

9 總統府「總統針對中國國家主席習近平發表《告臺灣同胞
書》40 週年紀念談話說明我政府立場」、2019 年1月3日

10 「兩岸交流 韓國瑜重申秉持九二共識原則」『中央社』、
2019 年1月3日



英文の対中強硬姿勢は台湾社会では好意的に受け
止められ、1月 11 日に TVBS が発表した世論調
査では、蔡英文に対する支持率が8％増加（15％
→ 23％）した一方、不支持率は 11％減少（64％→
53％）した11。
習近平の重要講話は、中国側と国民党の両岸政
策の差異を浮き彫りにするものであった。従来、
国民党は「一中各表」に定義される「92 年コンセ
ンサス」をもって、「一つの中国」原則に関する両
岸間の解釈の違いを曖昧にすることで、両岸交流
の推進やそれに基づく台湾の経済成長を訴えかけ
てきた。しかし、習近平の演説では「一中」のみ
で「各表」については触れられておらず、中国側
はあくまでも中国と台湾の立場の違いを曖昧化し
て両岸交流を推進することではなく、両岸統一に
主眼を置いていることが明らかになった。また、
習近平が重要講話で求めた「一国二制度」方式に
よる両岸統一は、大多数の台湾人にとって受け入
れがたいのみならず、国民党でさえ反対の意思を
示してきたものだった。
台湾人の間で対中警戒論が高まる中、韓国瑜は
3月 22 日から 28 日までの日程で、台湾の果物や
農水産品を売り出す「経済の旅」と名付けて香港・
澳門等を訪問した。香港滞在中、韓国瑜はキャ
リー・ラム行政長官と面会したほか、22 日には台
湾の地方自治体のトップとして初めて、中国の香
港出先機関で「一国二制度」の象徴でもある中央
政府駐香港連絡弁公室（中聯弁）を訪問し、同弁
公室の王志民・主任と会談を行った。こうした韓
国瑜の振る舞いには香港の民主派や民進党から批
判が集まり、香港の民主化団体「香港衆志（デモ
シスト）」秘書長の黄之鋒（ジョシュア・ウォン）
は自身の Facebook 上で、「中国共産党の統一戦
線に迎合することは、台湾にとって最終的には損
失となる」と呼び掛けを行ったほか、台湾で対中

政策を担当する大陸委員会の邱垂正・副主任委員
も、国民が安心出来るよう高雄市政府に説明を求
めた12。1月に習近平によって「一国二制度台湾
方案」を巡る発言がまだ記憶に新しいこのタイミ
ングでの中聯弁訪問は、あまりにも時機を見誤っ
たものと言えるかもしれない。しかし、この段階
では今回の香港訪問が韓国瑜の支持率低下には直
接結びつくことはなかった。TVBS が3月 27 日
に発表した世論調査（26～27 日実施）でも、高雄
市民の韓国瑜に対する支持率は 47％に達したほ
か、全ての年齢・学歴層で支持が不支持を上回る
結果となり、まだ多くの高雄市民が高雄の経済発
展（51％）や農産品販売（60％）の面で、韓国瑜
に対して高い期待を持っていたことが分かる13。
韓国瑜にとって直接的な致命傷になったのは、

6月以降に激化した香港における反逃亡犯条例改
正デモである。このデモの発端となったのは、台
湾旅行中の香港人カップルの間で発生した殺人事
件であった。2018 年2月に台湾を訪れていた香
港人の男が、交際中の女性から前の恋人の子を妊
娠していると告げられて激高し、ホテルでこの女
性を絞め殺して、遺体をスーツケースに詰めて公
園の茂みに放置したうえで香港に逃げ帰った。同
年3月に香港警察に逮捕された男は、女性殺害の
罪を認めていたが、香港警察にとって犯罪人引渡
し協定を締結していない台湾は管轄外となるた
め、香港警察は女性のキャッシュカードで金を引
き出したとして、マネーロンダリングの罪で男を
起訴していた。この事件を受けて、香港政府は4
月、犯罪人引渡し協定を結んでいない国・地域に
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11 「蔡英文總統元旦談話後滿意度民調」『TVBS 民調中心』、
2019 年1月 11 日

12 「高雄市長、中国の香港出先機関訪問 広がる懸念と批判
／台湾」『中央社』、2019 年3月 23 日
「黃之鋒臉書警告韓國瑜 訪中聯辦如死亡之吻」『民視新
聞網』、2019 年3月 23 日

13 「六都市長就任一百日滿意度調查」『TVBS 民調中心』、
2019 年3月 27 日。なお、上記の質問は「韓国瑜・高雄市長
が高雄の経済を発展させると信じるか」、「韓国瑜・高雄市
長が高雄の農産品販売を促進させると信じるか」と尋ねた
もの。



も容疑者の引渡しを可能にする「逃亡犯条例改正
案」を立法会（議会）に提出した。しかし、この
改正案には台湾のみならず中国大陸やマカオも引
渡し先に含まれており、香港人や香港に住む外国
人が中国によって恣意的な拘束や不当な裁判を受
けかねないとして、香港人の間では強い抗議の声
が上がった14。
6月9日、逃亡犯条例改正案に反対する民主派
団体「民間人権陣線（民陣）」の呼び掛けで香港返
還以来最大規模（主催者発表 103 万人、警察発表
24 万人）のデモが挙行されたが、香港政府は条例
改正を予定通り進める姿勢を崩さなかった15。そ
の後、12 日に立法会周辺を若者らが占拠するデモ
が行われ、警察がゴム弾や催涙弾を使用したこと
などを受けて香港内部や国際社会からの圧力が高
まり、林鄭月娥（キャリー・ラム）行政長官は 15
日、改正案審議を一時延期することを発表した16。
しかし、香港政府が条例改正案の撤回に応じな
かったとして、翌 16 日には主催者発表で 200 万
人、警察発表で 33 万 8000 人が参加する大規模デ
モが発生し、「中断ではなくすぐに撤回を」と書か
れたプラカードを掲げたデモ参加者らが、香港島
のビクトリア公園から立法会まで行進した17。香
港における反逃亡犯条例改正デモの混乱は、6月
13 日に公表された民進党の総統選挙候補者を決
める党内予備選挙における蔡英文の勝利に貢献し
た一方で、国民党の総統選挙有力候補の一人にな

ると見られていた韓国瑜には逆風となった。
TVBS が6月 22 日に公表した世論調査の結果に
よると、蔡英文の支持率は 37％（前回調査 25％）
と、韓国瑜の支持率 29％（前回調査 39％）を初め
て上回ることになった18。

3-2．両岸交流の停滞
また、2016 年に蔡英文政権が誕生して以来膠着

状態が続いていた両岸間の交流関係は 2019 年以
降、更なる悪化を迎え、両岸交流の活発化による
台湾経済の発展を売りにしていた国民党にとって
は厳しい展開となった。2019 年の5月から7月
には、中国による台湾への浸透工作を防ぐための
「国安五法19」改正作業が行われ、馬英九総統を含
む台湾の元政府高官の中国訪問に制限が設けられ
た。さらに、中国は7月 31 日、翌8月1日から台
湾への中国人の個人旅行を暫時停止することを発
表した。この理由について、中国の文化旅行部は
8月 23 日の記者会見で「民進党当局が台湾独立
活動を推し進め、中国大陸に対する敵意を煽り、
両岸の対立を引き起こして、中国大陸の住民が台
湾に個人旅行をする基礎と条件を著しく破壊した
ため」だと指摘した20。ところが、民進党への圧
力を狙った中国の意図とは裏腹に、中国による台
湾への個人旅行停止措置は、台湾人の中国に対す
る反発を引き起こす結果となった。10 月に本件
措置施行後初めて行われた大陸委員会による世論
調査では、「中国大陸の政府は台湾政府に対して
友好的ではない」とする回答が 69.4％、「台湾の
人々に対して友好的ではない」とする回答が
54.6％に達し、2010 年以降の最高値を更新し
た21。11 月には、中国の元スパイを名乗る王立強

交流 2020.9 No.954

― 34 ―

14 「香港人の男、台湾で自首か 「逃亡犯条例」発端の事件」
『日本経済新聞』、2019 年 10 月 19 日
「香港デモ「逃亡犯条例」発端の容疑者が出所 今後の扱
いで香港と台湾が対立」『ロイター』、2019 年 10 月 23 日
「香港デモの発端となった容疑者が出所 台湾での殺人
で裁けず」『CNN』、2019 年 10 月 24 日

15 「香港デモ、対立激化も 司法の独立「中国化」で危う
く」『日本経済新聞』、2019 年6月 11 日
16 「香港「逃亡犯条例」改正案審議延期 市民の反発、国
際社会の圧力で譲歩も「撤回せず」強調」『毎日新聞』、2019
年6月 15 日
17 「香港、再び大規模デモ 200 万人参加「撤回せず」に反
発」『日本経済新聞』、2019 年6月 16 日

18 「民進黨初選後 2020 總統可能人選民調」『TVBS 民調中
心』、2019 年6月 22 日

19 「刑法」、「国家安全法」、「両岸人民関係条例」、「国家機
密保護法」が5回に分けて改正された。

20 「陸文旅部：民進黨搞台獨、破壞陸客赴台個人遊條件」
『聯合報』、2019 年8月 23 日



氏が香港や台湾で浸透工作や政治介入を行ってい
たとする報道がなされた。これによって、台湾社
会では対中警戒感が高まり、12 月 31 日の「反浸
透法」の可決・成立に繋がった。この法律は、中
国を念頭においた「海外敵対勢力」からの指示や
委託、資金援助を受け、総統選挙などで特定の候
補を支援した場合などに罰金刑や懲役刑を科すと
いうもので、馬英九政権期にピークを迎えた中国
共産党主導の両岸交流は中断や仕切り直しを余儀
なくされた22。
加えて、従来であれば大型選挙の度に、中国側
が準備した割引航空券を手にして台湾に帰省し、
国民党の重要な票田としての役割を果たしてきた
「台商（中国大陸で活動する台湾人ビジネスマン）」
が、2019 年以降は中国大陸でのビジネスのメリッ
トを失い、徐々に台湾に戻り始めることになっ
た23。蔡英文政権は中国からの台商の投資回帰を
呼び込むべく、2019 年1月に「歓迎台商回台投資
行動方案」、7月には「根留台湾企業加速投資行動
方案」、「中小企業加速投資行動方案」という投資
優遇策を打ち出した。米中貿易戦争を受けて中国
に対する輸入関税が引き上げられる中、生産拠点
を台湾に戻そうとする台湾企業は増加し、優遇措
置に対する 2019 年の申請総額は約 2.6 兆円にま
で膨らんだ24。さらに 2020 年に入って新型コロ
ナウイルスが猛威を振るうようになってからは、

台商の台湾回帰の流れは一層加速し、優遇措置に
対する申請総額は5月時点で約 3.6 兆円に達し
た25。台商が中国大陸で利益を得られず続々と帰
国を始めたことで、中国側はかつてのように台商
を通じて国民党候補者の選挙運動を後押しする術
を失っていった。1月の総統選挙や6月の高雄市
長罷免投票を前に、韓国瑜や国民党を取り巻く環
境は徐々に厳しさを増しつつあった。

4．内的要因

4-1．韓国瑜の失言・失態
以上の外的要因に加えて、韓国瑜の失言や失態、

国民党内部の分裂も韓国瑜ブーム失速の引き金と
なった。高雄市長就任当初、韓国瑜は日本人
ジャーナリストとのインタビューで、高雄の経済
と教育を急いで改善することが最重要で、総統の
椅子には興味がないと発言していた26。また、王
金平・前立法院長も「韓国瑜が世論調査で最も高
い支持を集めているのは事実だが、就任から2ヶ
月で鞍替えするのでは高雄の有権者に申し訳が立
たないだろう」と述べるなど、国民党内からも韓
国瑜の総統選挙出馬には懐疑的な意見が出てい
た27。ところが、国民党は5月に韓国瑜本人の出
馬表明がなくても党内予備選挙に加えるよう内規
を変更し、6月1日には韓国瑜もこうした勢いに
押される形で、総統選挙について「いかなる重大
な職務でも引き受ける準備をし、粉骨砕身を惜し
まないと宣言する」と支持者数万人の前で演説し、
事実上の出馬宣言を行った28。
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21 大陸委員会「『民眾對當前兩岸關係之看法』民意調查

（2019-10-17～2019-10-21）」
22 「台湾、中国の選挙介入防止法が成立 総統選への干渉
けん制」『日本経済新聞』、2019 年 12 月 31 日
松田康博「米中台関係の展開と蔡英文再選」佐藤幸人他

『蔡英文再選―2020 年台湾総統選挙と第2期蔡政権の課題
―』ジェトロ・アジア経済研究所、2020 年
23 中国の「台商」を利用した台湾の選挙に対する影響力行
使に関しては、松本充豊「中国の影響力行使の可能性と限
界―「台商」による「帰台投票」の事例を中心に―」『交流』
2019 年4月号に詳しい。
24 「台湾1年半ぶり3％成長 中国からの生産回帰が追い
風-中台関係悪化に懸念も」『日本経済新聞』、2020 年1月
21 日

25 「台湾回帰投資が累計1兆台湾元突破、480 社が対台湾
投資」『Taiwan Today』、2020 年5月 15 日

26 野嶋剛「台湾「蔡英文」が最も恐れる男「国民党の反日
的言動は支持しない！」国民党「韓国瑜」高雄市長「日本
初」単独インタビュー」『新潮社フォーサイト』、2019 年1
月 15 日

27 「【專訪2】當選總統只做4年 王金平：屆時韓國瑜就很
有機會為國家服務」『蘋果日報』、2019 年3月2日
28 「国民党の韓国瑜・高雄市長、総統選出馬を正式表明 台
湾」『産経新聞』、2019 年6月1日



しかし、その直後の6月9日、香港の反逃亡犯
条例改正デモに対する見解をメディアから求めら
れた韓国瑜は、「分からない、よく知らない」と回
答した。これは、同日に Facebook で「台湾人は
自らの運命を決める権利がある。一国二制度は台
湾人の選択にはならない29」と書き込んで香港人
への同情を示した蔡英文の姿勢とはまるで対照的
で、韓国瑜の親中姿勢を表すものだとして若年層
を中心とする多くの台湾人からの批判を集めた。
7月 15 日、国民党は総統選挙の公認候補を決め
る党内予備選の結果、韓国瑜が他の4候補（郭台
銘・鴻海精密工業前董事長、朱立倫・前新北市長、
周錫瑋・元台北県長、張亜中・孫文学校総校長）
を押さえて勝利したと発表した。こうして韓国瑜
は正式に国民党の総統選挙公認候補に指名された
ものの、その後の韓国瑜の発言や行動には相変わ
らず失点が目立った。8月 22 日、韓国瑜は訪台
中の自民党の佐々木紀・青年局長らとの会談に 25
分も遅刻したことで高雄市市議やマスコミから批
判を受けた。さらに9月6日には東京大学「両岸
関係研究グループ」の松田康博教授らとの会談の
際、今度は一行の到着が遅れたとして「私は日本
人を 25 分間待った」と発言したが、その後一行が
会談場所に向かう最中に、韓国瑜側から突然会談
場所の変更を告げられたことが原因であったこと
が判明した30。その後 10 月 15 日には、翌 16 日
より全ての市長業務を葉匡時・副市長に一任した
上で3ヶ月間の長期休暇を取得し、選挙運動に専
念することを宣言した。これまでは「月曜から金
曜まで市政運営に励み、週末に選挙活動を行う」
と公言していたにもかかわらず、高雄市長就任後
1年にも満たない内に休職を宣言したことに対し
ては批判が集中し、李明俐・民進党発言人は、韓

国瑜が市長就任後 365 日も経っていないのに休み
や遅刻が目立ち、市政運営にも力を入れていない
として、「休暇よりいっそ辞任を」と呼びかけた31。
7月の国民党党内予備選後、韓国瑜は支持率を

盛り返し、TVBS の調査でも蔡英文を上回る支持
（蔡英文 44％：韓国瑜 48％）を獲得していたが、
前述の香港情勢の悪化に相まって、こうした韓国
瑜の振る舞いが仇となり、台湾社会における韓国
瑜への不信感は一層深刻化していった。8月 16
日に発表された TVBS の世論調査で韓国瑜は再
び蔡英文に支持率を逆転され（蔡英文 47％：韓国
瑜 42％）、高雄市長休職宣言後初めての調査では、
蔡英文に 13％もの大差を付けられるに至った（蔡
英文 52％：韓国瑜 39％）32。

4-2．国民党内の分裂
韓国瑜の支持率が下降基調を迎える中、国民党

内部では韓国瑜では総統選挙を戦えないという声
が上がり、国民党内の分裂は次第に外部の目にも
明らかになっていった。「品観點民調中心」が8
月 22 日に発表した世論調査では、「国民党は韓国
瑜を総統候補からすげ替えるべきだ」とする回答
が 37.1％に上った33。また、9月上旬には、「8
月 15 日に郝龍斌・国民党副主席が郭台銘と面会
した際に、張顯耀・元立法委員が呉敦義・主席の
特使として、郭台銘に対して韓国瑜の代わりに総
統選挙に出馬して欲しいと伝えた」、「張顯耀が中
国を訪問して国務院台湾弁公室（国台弁）劉結一・
主任と面会し、『韓国瑜では選挙を戦えない』と伝
えた」などといった噂が台湾メディアの間で出回
るようになった34。
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29 「【国際情勢分析】香港デモが台湾・蔡総統に追い風 野
党候補との支持率逆転」『産経新聞』、2019 年7月2日

30 「韓高雄市長、「失言」で東大教授の不快感招く／台湾」
『中央社』、2019 年9月7日

31 「国民党の韓高雄市長、休職して総統選に専念 民進党は
無責任と批判／台湾」『中央社』2019 年 10 月 15 日

32 「韓國瑜請假後 2020 總統大選民調」『TVBS 民調中心』、
2019 年 10 月 23 日

33 「總統大選民調》37.1％支持國民黨換掉韓國瑜 韓粉有
逐漸減少趨勢」『風傳媒』、2019 年8月 15 日

34 「【獨家】呉敦義派張顯耀 密會國台辦及郭台銘提換瑜「備
胎計劃」」『上報』、2019 年9月1日



9月8日には、新北市三重で行われた韓国瑜の
選挙キャンペーンで応援演説をしていた馬英九・
元総統に対して、韓国瑜ファンが「早く演説台か
ら降りろ」と罵声を浴びる一幕があった。馬英九
は「私の話はまだ終わっていない」とつぶやきな
がらも、司会者に促される形でそのまま演説を終
了させられてしまった。なお、2018 年 11 月の統
一地方選挙前にも、高雄市長候補者であった韓国
瑜の選挙キャンペーンで、韓粉らが王金平・元立
法院長の応援演説を遮ろうとしたことがあっ
た35。こうしたエピソードは、国民党内部におい
て(1)韓国瑜の支持基盤である韓粉に代表される
非エリート外省人と(2)馬英九や朱立倫をはじめ
とするエリート外省人、(3)王金平ら本省人の間
に深い亀裂が存在していること、さらには韓国瑜
が一部の熱狂的な韓粉の支持に頼るばかりで、こ
れら党内の異なるグループを結集し切れていない
という事実を図らずも表面化させたものだと言え
よう。
さらに、11 月には中国に近いとされる人物を多
く含む立法委員選挙比例候補者名簿を公開したこ
とで、国民党は党内外から強い反発を受けること
になった。当初国民党が公表した比例候補者名簿
には、当選安全圏内に香港のデモに参加する若者
らを「目を血走らせた暴徒」と表現した葉毓蘭・
元中央警察大学教授や3年前に北京で中国国歌を
斉唱した経験がある呉斯懐・元陸軍中将、中国と
の統一を支持する邱毅・元立法委員らが含まれて
いた。これに対しては民進党の反発はもちろん、
韓国瑜さえ「民衆の期待とは乖離している」と述
べ、多くの韓国瑜ファンも「総統選挙は韓国瑜に、
立法委員選挙比例区は他党に投票する」と分裂投
票を呼びかける有様だった36。後に国民党は新し

い比例候補者名簿を提出することになったが、葉
毓蘭や呉斯懐はそのまま当選安全圏内に留まり、
選挙当日に至るまで民進党陣営からの集中砲火を
集め続ける一因となった。もちろん、この騒動の
責任は韓国瑜ではなく、党主席である呉敦義に帰
せられるべきものであるが、国民党の内部分裂を
一層有権者に印象付ける結果となってしまった。
こうして、中国からの高まる圧力や香港情勢の混
乱といった外的要因と、それらに対する韓国瑜の
稚拙な対応や国民党内の分裂という内的要因に翻
弄されながら、韓国瑜陣営は 2020 年1月 11 日の
総統選挙・立法委員選挙と同年6月6日の高雄市
長罷免投票を迎え、悲惨な敗北を喫することに
なった。

5．終わりに―台湾にポピュリスト型の
政治家は再び登場するのか

本稿で扱った 2018 年末から 2020 年上半期にか
けての両岸関係の流れから見えてきたのは、習近
平の「一国二制度台湾方案」を巡る演説や香港に
おける反逃亡犯条例改正デモに端を発する台湾に
おける対中警戒心の高まりであった。それに対し
て、韓国瑜は適切なメッセージを発信して民意の
支持を掴むことに失敗し、また党内の分裂も相
まって、国民党は与党として巨大な中国に立ち向
かうに相応しくない政党であるという印象を有権
者に持たれる結果となってしまった。また、市政
を中途半端なまま投げ出して、総統選挙3ヶ月前
から高雄市長を休職した韓国瑜も、高雄の「置き
去りにされた人々」による期待に十分応えられて
いたとは言い難い。
「10 年で高雄市の人口を 500 万人まで成長させ
る」との当初の韓国瑜の公約とは反対に、高雄市
の人口は 2019 年8月末の時点で 277 万人と台湾
の六直轄市の中で3位に留まり、人口自然増加数
も六直轄市で5位という結果になった37。また、
高雄市長直後に諸外国と調印した農水産品輸出促
進に関する覚書（MOU）についても、2019 年 11
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35 「馬英九參加韓國瑜造勢發言被韓粉趕下台 韓電話致歉」
『法國國際廣播電台』、2019 年9月9日
36 「對不分區名單失望 韓粉不排除「分裂投票」」『TVBS 新
聞網』、2019 年 11 月 16 日



月時点での執行率は農産品で 20％、水産品で
1.78％と、年度目標には遠く及ばなかった38。こ
のまま、2018 年の高雄市長選挙で韓国瑜ブームを
引き起こした「置き去りにされた人々」が抱く経
済的不安を解消することが出来なければ、台湾で
は今後もポピュリスト型の政治家は現れ続けるこ
とだろうし、中国に対する警戒論や「自分は中国
人ではなく台湾人である」と考える「台湾人アイ
デンティティ」が一般の台湾人の間で高まる中で、
新たな両岸政策を提示して有権者の支持を繋ぎ止

めることが出来なければ、野党・国民党が復活を
遂げることは難しい。国民党が地方を中心とする
台湾経済の基礎体力を強化するためのビジョン
や、「92 年コンセンサス」に代わる新たな対中政
策を打ち出すことは、ポピュリスト型政治家の出
現を防ぎ、国民党が健全な野党として二大政党制
の一翼を担うことを可能にするという意味で、台
湾の民主主義の更なる発展において不可欠なス
テップだと言えよう。
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37 「「生」不如「死」！高雄自然增加人口負成長 六都倒數第
2」『自由時報』、2019 年9月9日
38 「檢視韓市府政績 農漁MOU執行率曝」『三立新聞網』、
2020 年5月 12 日



台湾協会 70 年の歩みと活動
一般財団法人台湾協会参与 河原 功

はじめに

1945 年8月 15 日の敗戦で、日本政府は無条件
降伏を宣言、植民地や占領地を放棄し、日本軍の
武装を完全解除し、連合国による日本占領を受入
れ、戦争犯罪人に対する処罰に応じることとなっ
た。そのいっぽうで、日本本土の外にいる軍人軍
属 353 万人の「復員」、一般邦人 300 余万人の「引
揚」を速やかに行わなければならなくなった。
広範囲かつ大規模なこの邦人輸送、人類史上で
最大の短期的集団人口移動は急速度で行なわれ、
台湾在住の邦人も軍人軍属 15 万 7388 人と一般邦
人 32 万 2156 人、総数にして 47 万 9544 人（1961
年が最終）が台湾から日本に帰国した。
「台湾協会」はその台湾からの引揚者によって
1950 年9月に創立され、今年で創立 70 周年を迎
えた。
創立当時の台湾協会は台湾を引揚げた邦人の集
まりだったが、今では会員層が広がって、台湾に
関心のある方、台湾を研究する方、台湾在住の方
（台湾人や日本人）も入会している。

台湾引揚民会の結成

台湾からの引揚げは「戦争地域中最も平静に引
揚げを完了した地区」（『引揚げと援護三十年の歩
み』厚生省、1977 年 10 月）となっている。だが、
160 人の手記を収めた『台湾引揚史』（財団法人台
湾協会、1982 年 12 月）を読むと、引揚げがどれほ
ど苦難なことであったかを理解することができ
る。引揚者は資産のほとんどを台湾に残し、一人
1000 円とわずかの身の周り品を持っての帰国
だった。郷里に着いても温かく迎え入れてくれる
わけでなし、財産もなし、職も得られず、住む家
もないのが一般的であった。

1946 年8月、成田一郎元台湾総督府総務長官
は、かつての総督府の各局長や、台湾関係大企業
と協議した結果、「台湾引揚者の当面の救済援護
に全力を尽すこと」を目的とする「台湾引揚民会」
を立ち上げることにした。活動資金 500 万円のう
ち、総督府側は 320 万円、台湾関係大企業は 180
万円を拠出することとなった。結成大会は 46 年
11 月、東京の築地本願寺で開かれた。
「台湾引揚民会」では台湾引揚者のために、引揚
寮3棟（290 世帯）の新設、農林省から海産干物の
特別割当（年2万8千貫）を得ての行商販売、神
戸税関の保税倉庫に眠っていた台湾向けの繊維品
（1人2着）の無償配布、といった援護活動を展開
して一定の成果をあげた。

財団法人台湾協会の成立－『台湾協会報』
『日台通信』の発行

戦前から存在していた「台湾協会」は、｢会員は
台湾在住の有力者を網羅、特に台湾関係事業会社
の政治的バックが厳然たる力を持ち、時の総督に
対して一大圧力を有するお目付的団体であつた｣
という。ところが敗戦でその力を失い、旧台湾協
会東京支部事務室（丸ビル1階）が敗戦直後の
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図1 台湾協会出版物



1945 年 12 月（10 月説もある）に 20 数名の在日華
僑に不法占拠された。金庫にあった現金 32 万円
も全部強奪された。この被害を警視庁と検察庁に
訴え出たが、占領下日本の治安当局は戦勝国民に
はまったく無力で、事件の調査／取調べをするこ
ともなかった。
同様の事件として、47 年の春には「七星寮」が
台湾華僑に強奪されそうになるという一件があっ
た。七星寮は銀座7丁目にあった料亭「歌麿」を
松岡一衛が台湾総督府東京出張所の応援で買い
取ったものと言われているが、これを総督府在京
職員の宿舎に当てていたがために、台湾華僑の一
部が強引に接収しようとしたのであった。
こうした暴威に対処するためにも、台湾関係者
の拠り所の必要から、台湾関係者の間で「活力あ
る新団体」設立が叫ばれるようになった。その結
果、設立されたのが「台湾協会」で、50 年9月 27
日に財団法人として外務・厚生両大臣の認可が下
りた。これを機に台湾引揚民会、旧台湾協会、台
湾引揚官公吏更生協会（外務省内）は解散して、
「財団法人台湾協会」（以下「台協」と称す）に合
流した。
「台協」では、「台湾関係者相互の連絡、親睦、
共栄を図る」目的を遂行するために、宿泊所「七
星寮」の経営、援護厚生事業、日台貿易の振興、
会報発行、懇談会・講演会の開催を事業計画とし
て掲げた。
機関紙『台湾協会報』はこうした事業の一環と
して 1950 年 10 月に創刊された。『台湾協会報』
は第 16 号（1952 年1月）まで続き、第 17 号（1952
年2月）からは『日台通信』と改題した。『台湾協
会報』『日台通信』ともに台湾に関する情報（経済、
金融、物価、産業、国防、文化）、台湾との貿易、
会員名簿、同窓会や職域会の動向など、幅広く記
事を掲載していった。
ところで「台協」は、基本財産である「七星寮」
の収入のほとんどが寮管理人家族の諸経費と建物
修繕費で消えてしまい、会費収入も少なく、結局公
益事業は何一つできずの状態にあった。機関紙の

発行にも支障を来たして、第 31 号（1953 年7月）
をもって、『日台通信』を休刊せざるを得なかった。

台湾残置私有財産返還速進期成同盟の結
成－『台湾同盟会報』『台湾同盟通信』の発行

1952 年4月に日華平和条約が締結され、その第
3条で私有財産の請求権が認められることになっ
た。その結果、台湾に残してきた私有財産（土地
家屋、各種債権、株式、戦災保険等）の返還要求
運動が国内各地で活発化した。台湾残置私有財産
返還を求める台湾引揚者は、別に新たに団体を組
織することとなり、それが「台湾残置私有財産返
還速（ママ）進期成同盟」（台湾同盟）として 1952
年 10 月に結成された。
「台湾同盟｣は、台湾残置財産の返還、台湾関係
金融機関における預貯金支払いの解決促進を図る
とともに、台湾引揚者の福利増進と親睦を図るこ
とを目的として、全国の道府県に支部を設置し、全
国的世論の統一を図ることとなった。残置財産や
公社債の返還のために政府、国会議員、そして中
華民国政府に対して陳情と請願を繰り返した。台
湾関係金融機関には、預貯金支払い開始の促進を
強く求めた。全国大会や大衆動員による示威運動
も盛んで、全国的な調査、資料の収集にも努めた。
また、1953 年1月、｢台湾同盟｣をはじめ「満蒙

同胞援護会｣「日韓協会」「全国樺太連盟」といっ
た地域団体が糾合して「在外資産処理補償確（マ
マ）得期成同盟」を結成、日華平和条約と「私人
財産清冊」（中華民国政府が証明した台湾残置資
産の預り証）によりその条件が具備されている台
湾を最初の突破口として在外資産補償要求を開始
した。「引揚者団体全国連合会」（全連）もこの運
動に参加した。同年8月に旧軍人への「軍人恩給」
が復活したこともあり、一般邦人引揚者によるそ
の補償要求の声は高まり、その結果、在外預貯金
等の払い戻しが実現することとなった。台湾に関
しては、台湾銀行は 54 年8月から払い戻しを、台
湾商工・台湾貯蓄・彰化の各銀行は同年 10 月から
払い戻しが実施された。しかし、換算率は1・5
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対1・0という3分の2に減率、加算金も少なく
て、それでも台湾商工・台湾貯蓄・彰化の各銀行の
加算金は 100％であるのに対して、台湾銀行はなん
と 40％しかなかった。その結果、台湾銀行からの
払い戻しでは元本割れということになる。戦後の
物価高騰からして、その払い戻し問題への引揚者
たちの憤りや不満は計り知れないものがあった。
「台湾同盟」では運動の強化、躍進に伴い、専属
紙の必要を痛感して、『台湾同盟会報』を 1954 年
6月に創刊する。だが、この『台湾同盟会報』は
2号（同年7月）で停刊する。同年9月に、台湾
引揚者の拠り所となる内容も含んだ機関紙にアッ
プさせるために「台湾同盟」と切り離して台湾同
盟通信社発行の『台湾同盟通信』として新たに創
刊する。
1956 年には「台湾同盟」の平田末治委員長と山
下好太郎副委員長とが「引揚者団体全国連合会」
（全連）の理事長と副理事長にそれぞれ就任した。
「台湾同盟」と「全連」の連繋した運動、他地域の
引揚者の要求等が功を奏して、57 年5月、岸信介
内閣での衆参両院で、政府補償に代わる措置とし
て、満場一致で「引揚者給付金等支給法」が成立
した。約 340 万人の引揚者（6ヶ月以上外地に生
活の本拠を持っていたもの）に総額 500 億円の記
名国債（10 年償還、年利6％）が支給されること
となった。年齢にもよるが、最高額は一人2万
8000 円であった。
「台湾同盟」の最大目標である｢台湾残置私有財
産の補償問題｣は実現できずに終ったが、預貯金の
返還、国からの引揚者給付金の支給は、いずれも
引揚者にとっては満足のいく解決ではなかったと
はいえ、「台湾同盟」が獲得できた成果ではあった。
機関紙『台湾同盟通信』は 1954 年9月から 63
年4月までの8年8ヶ月、全 103 号を継続して発
行されたことになる。
『台湾同盟会報』『台湾同盟通信』では、台湾残
置私有財産返還を巡る情報提供が最重視されてお
り、補償獲得闘争の経過と歴史を伝える貴重な資
料といえる。また、引揚者のさまざまな消息、随

想や回顧録、台湾現地の情報など、その内容は多
岐にわたっている。日台の現代史・文化史・交流
史などの研究に多くのものを与えてくれている。

財団法人台湾協会の再建－統合紙『台湾協
会報』の再刊

「財団法人台湾協会」（台協）は 1950 年9月に外
務・厚生の両省に認可された財団法人だったが、
財政難から公益活動はほとんどできず、ほぼ 10
年近くの間、休眠状態に近かった。
この状態からの脱皮に真剣に取り組んだのが初

代理事長の松本晄吉で、経営管理の負担になって
いた七星寮を売却して新宿に台湾協会ビルを新築
することで、「台協」の再建をはかろうとした。
いっぽう、この間に台湾諸団体一本化の声が上が
りはじめ、「台協」に統合しようとする動きが活発
化していた。
念願の台湾協会ビルは 1963 年6月5日に新築
落成を迎え、これを機に「台湾同盟」は解散、「台
協」に統合した。残置私有財産返還要求運動は「台
協」に引き継がれることとなった。親睦組織「台
湾の会」も解散を決めて、今後の運営を「台協」
に委ねることとなった。同年4月9日には築地本
願寺境内に「台湾物故者慰霊塔」が建設されて第
1回慰霊法要が執り行われたが、この慰霊塔の維
持管理と年次祭典も今後は「台協」が引継ぐこと
となった。64 年4月には蓬莱商事（台湾引揚民会
が設立した商品卸会社）も解散を決めた。ここに、
財団法人高砂協会（1957 年3月設立、台湾関係引
揚者子弟の育英奨学が目的）を除く台湾引揚者の
諸団体は「財団法人台湾協会」に統合していった。
「台協」では、事業の一環として、散逸している
台湾関係図書資料を積極的に収集／整備して、こ
れを台湾近代史研究に役立ってもらうことを目的
として、図書資料室を設置して一般にも開放する
ようにした。図書資料の収集にあたっては、会員
や関係者、関係機関や団体からの寄贈を受け、ま
た出版社や古書店からも購入を続けていった。今
では台湾図書資料を所蔵する国内有数の機関とな
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り、内外の研究者や学生に利用されている。
このあと「台協」は、竣工当初は新ビルに入居
者なく財政的苦境に陥る事態が生じたり、1972 年
に日中国交回復による日華断交の影響を受けた
り、その後さまざまな危機に直面していく。だが、
それらを乗り越えつつ、財団法人としての事業を
展開していった「台協」の歴史は『（財）台湾協会
四十五年史』（台湾協会、1994 年7月）に詳しい。
「台協」の機関紙は 1953 年7月を最後に 10 年
近く休刊していたが、『台湾同盟通信』との統合紙
として 63 年6月、『台湾協会報』第 104・105 合併
号として再刊された。同じく休刊状態にあった大
沢貞吉（ていきち）主宰の『愛光新聞』（1954 年 10
月-1962 年9月）もまた、『台湾協会報』に統合す
ることとなった。
『台湾協会報』紙面には、所蔵図書資料リストの
掲示、台湾関連書の紹介や書評も掲載されていて、
台湾研究のよき情報源となっている。台湾同盟か
ら引き継いだ在外私有財産問題、台湾引揚げの代
議士への応援や請願、同窓会や職域・地域の集ま
りの報告、台湾関係邦人物故者追悼法要、台湾で
の日本人物故者慰霊祭の様子も詳細に報じてい
る。台湾関係者に関する消息や思い出、台湾訪問
記、台湾の近況、回想録、日台の文化交流といっ

た記事内容の中には貴重なものも少なくない。

台湾協会、一般財団法人として再出発

2012 年4月、「財団法人台湾協会」は新法人制
度の施行に伴い、内閣府認可の「一般財団法人台
湾協会」として再出発を図ることとなった。台湾
協会の4事業「日台間の学術・文化交流」「慰霊法
要」「台湾関係図書資料の収集と閲覧」「機関紙『台
湾協会報』の発行」は変更なく引き継ぐことがで
き、今日に至っている。
「日台間の学術・文化交流」に関しては、『日本
台湾学会報』（日本台湾学会）、『天理台湾学報』（天
理台湾学会）、『現代台湾研究』〈台湾史研究会）等
への刊行助成、台湾に関する講演会（年2回）の
開催、SNET台湾（日本台湾修学旅行支援研究者
ネットワーク）への支援等を行っている。各種台
湾の会とも交流を重ねている。
台湾との民間交流にも力を注ぎ、台湾寄席（講

談と落語）を日本人学校や玉蘭荘や台湾各地で開
催、また台湾在住の会員との懇親会を通じて親睦
も深めている。台湾連絡所を設置して、日台関係
をさらに強化し、台湾情報の発信にも努めている。
「慰霊法要」については毎年、築地本願寺（東京）
で台湾関係邦人物故者追悼法要、奥多摩で台湾出
身戦没者慰霊祭を斎行している。さらに台湾で
は、日本人会と共同して台北・台中・高雄で日本
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図2 『台湾協会報』第 104・105 再刊号
図3 台湾寄席 2018（2018 年 11 月 15 日 日本台湾交流協会台北

事務所文化ホール）



人物故者慰霊祭を行っている。
「台湾関係図書資料の収集と閲覧」は、台湾協会
の公益事業として極めて重要なものとなってい
る。台湾協会には、日本統治時代を中心とした台
湾関係書籍、及び台湾引揚関係書類等が約 4,000
冊ある。また、資料としては、同窓会や職域、地
域、軍隊などの名簿（400 冊）や会報（1300 冊）、
新聞及び雑誌（400 点）、マイクロフィルム（台湾
日日新報、台南新報、台湾新聞、台湾新民報、興
南新聞、高雄新報、東台湾新報、台湾新報、台湾
総督府府報、台湾時報等）が 350 リール、さらに
地図、写真、絵ハガキ、視聴覚資料（映画やドキュ
メンタリー）にも及んでいる。現在でも継続的に
収集に努めていて、収蔵する図書資料は質量とも
に日本国内最大級を誇っている。閲覧は一般にも
広く開放しており、内外からの研究や調査に大い
に寄与している。
「機関紙『台湾協会報』の発行」は 1950 年に始
まり、幾多の変遷を経ては来たものの、今なお継
続発行している。2020 年9月現在で第 791 号を
数えるに至り、70 年にわたる日台関係を知る貴重
な記録となっている。

DVD『台湾協会 70 年の歩み』の制作

台湾協会では、創立 70 周年を記念して DVD

『台湾協会 70 年の歩み』を制作した。その中心と
なるのが、台湾協会機関紙『台湾協会報』及びそ
の関連紙『台湾同盟通信』『愛光新聞』等で、あわ
せて「解説」と「資料」も収載した。

○『台湾協会報』及びその関連紙
新聞・会報
1 『全国引揚者新聞』 全国引揚者新聞社
第1号（1948 年9月）～第 20 号（1949 年
9月） 第6号欠

2 『台湾協会報』 財団法人台湾協会
第1号（1950 年 10 月）～第 16 号（1952 年
1月）
『日台通信』 財団法人台湾協会
第 17 号（1952 年2月）～第 31 号（1953 年
7月）

3 『台湾同盟会報』 台湾残置私有財産返還速
進期成同盟
第1号（1954 年6月）～第2号（1954 年7
月）
『台湾同盟通信』 台湾同盟通信社
第1号（1954 年9月）～第 103 号（1963 年
4月）

4 『愛光新聞』 愛光新聞社
第1号（1954 年 10 月）～第 96 号（1962 年
9月）

5 『台湾協会報』 財団法人台湾協会→一般財
団法人台湾協会
第 104・105 号（1963 年6月）～第 790 号
（2020 年8月）

このうち『全国引揚者新聞』は台湾地域に限定
されているわけではないが、古賀千代子社長（元
『台湾婦人界』社長）並びに編集発行者枠本誠一（元
『財界之日本』発行者）、幹部柴山愛蔵（元『昭和
新報』主筆）も台湾関係者であるため、内容的に
は台湾記事が多い状態にある。
『愛光新聞』は、台湾で活躍した大沢貞吉（元『台
湾日日新報』主筆）が泉風浪（元『南瀛新報』主
幹）を迎えて創刊した新聞である。
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図4 台湾関係邦人物故者追悼法要（2018 年 10 月6日 築地本願
寺本堂）



この7紙を原紙の状態で所蔵する図書館・資料
館は皆無に等しく、わずかに国立国会図書館と広
島大学図書館が『台湾協会報』のみ、それも一部
分を所蔵しているに過ぎない。
それが今回の「台湾協会創立 70 周年記念事業」
で、『全国引揚者新聞』から『台湾協会報』までの
台湾引揚関係紙すべて、『台湾協会報』は直近の第
790 号（2020 年8月）まで、70 有余年分すべてが
わずか1枚のDVDに収められ、パソコンで容易
に見ることができる。
これらの新聞には、台湾引揚者による回想や随
想、引揚げ後の苦難の記録（例・預貯金や台湾残
置私有財産を巡る返還要求運動）等が満載されて
いる。また、会員情報、台湾関係諸団体の活動、
同窓会や職域会の動向、台湾関係邦人物故者の慰
霊行事なども報じられている。そればかりか、一
般紙で報道されることの少ない台湾に関する近況
（政治、経済、文化など）、様々な日台関係に関す
る事項なども掲載されている。これら多岐にわた
る台湾関連記事は、近現代政治史や日台交流史を
知るよき情報となっている。
○「解説」及び「資料」
さらに、台湾協会の歴史を理解いただけるよう
に、次の「解説」及び「資料」もこのDVDに収めた。
解説
6 台湾協会 70 年の歩み
7 一般財団法人への移行経緯
資料
8 台湾協会関連年表
9 『台湾協会報』記事索引（発行順／執筆者順）

10 慰霊祭一覧（台湾／築地本願寺／奥多摩）
11 交礼会、その他行事一覧
12 台湾協会主催講演会一覧
13 日本大学生訪華研修団推薦学生／台湾留学
生奨学金支給者一覧

14 台湾協会役員一覧

図書資料の閲覧、DVDの頒布
台湾協会所蔵図書資料の閲覧（予約制）を希望

される方は、事前に下記の連絡先までお申し出く
ださい。
DVD『台湾協会 70 年の歩み』は台湾協会会員

以外にも頒布いたします。詳細は下記の連絡先ま
でお問合せください。
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図5 台湾協会の関連紙

本記事及び台湾協会に関する問い合わせ先はこちら
一般財団法人台湾協会

〒 160-0022 東京都新宿区新宿 6-29-6 エルツ 6ビル 4F
電話 (03)3200-8116(代)
FAX (03)3200-8180

Ｅメール taiwankyoukai5@tune.ocn.ne.jp



集集線の歴史～台湾中部を走る地方路線
片倉 佳史（武蔵野大学客員教授・台湾在住作家）

台湾中部を走る集集線は 1921（大正 10）年 12 月に開業した路線である。全線が濁水渓に沿うように走っており、車窓にはバナナの

栽培地が広がり、南国らしい風景が楽しめる。今回はこの路線の魅力と歴史について述べてみたい。

バナナの産地を走るローカル線

かつて、台湾中部は南部と並ぶバナナの生産地
であった。日本統治時代は台中州産のバナナは味
の良さで知られ、多くが日本本土に運ばれていっ
た。主要な栽培地は現在の南投県一帯だったが、
濁水渓によって形成された沖積平野の上にも一面
のバナナ畑が見られた。
集集線は台湾最長の河川である濁水渓に沿った
支線で、二水（にすい）と車埕（しゃてい）を結
ぶ全長 29.7 キロの路線である。南国らしい風景
の中を走り、二水から集集まではバナナ畑の中を
進み、その後はやや山がちな車窓となる。現在、
バナナの栽培は減少傾向にあり、代わって火龍果
（ドラゴンフルーツ）やオレンジといったものが
増えている。
水里から先、終点となる車埕までは濁水渓から
離れ、その支流である水里渓に沿って走る。この
辺りは河岸段丘上に広がる森の中を走り、これま
でとは異なった車窓が楽しめる。勾配区間でもあ
り、心なしかディーゼルカーの唸り声も大きく
なったように感じられる。
終点となる車埕駅はトンネルを抜けた先にあ
り、盆地となっている。ここは木材の集積地とし
て賑わった町で、製材業は過去のものとなってい
るが、その施設が観光整備され、ちょっとした行
楽地となっている。

集集線の歴史

集集線は水力発電所の建築資材運搬を目的に敷
設された。当初は台湾電力株式会社が運営する私
設鉄道で、貨物のみを扱う専用線だったが、開業
翌年の 1922（大正 11）年1月 13 日から旅客営業
も始めている。
1927（昭和2）年5月1日には 373 万8千円で

台湾総督府鉄道部に買収され、官営鉄道線となっ
た。この時、路線名が外車埕線から集集線に改め
られている。
日本統治時代、集集線は縦貫線（西部幹線）と

の分岐駅である二水、鼻子頭（現・源泉）、濁水、
隘寮（現・龍泉）、集集、水裡坑（現・水里）、そ
して、終点となる外車埕（現・車埕）の各駅が設
けられていた。
1937（昭和 12）年の時刻表を見ると、1日7往
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片倉佳史の台湾歴史紀行 第十八回

南国情緒が漂う中、集集線のディーゼルカーが駆け抜ける。
集集線沿線はバナナの栽培で知られ、現在も産地となっている。
種類も豊富。



復の旅客列車が設定されている。二水から外車埕
までの所要時間は約1時間 10 分となっていた。

台湾の最長河川・濁水渓

起点となる二水は濁水渓の北岸に位置する小都
市である。ここは集集線の分岐駅であり、かつて
は景勝地・日月潭へのゲートでもあった。人口は
1万5千人という小さな町である。
ここは彰化県の南端に位置し、平野の中心にあ
る。濁水渓は中央山脈の合歓（ごうかん）山系を
源とする。台湾最長の河川であり、その長さは
186 キロ。流域面積では台湾南部の高屏渓（日本
統治時代の呼称は下淡水渓）に次いで、第二位と
なっている。
濁水渓の名は、河水が灰色に濁っていることに
ちなむ。合歓山（3417 メートル）と合歓東峰（3421
メートル）の間には「佐久間鞍部」と呼ばれる地
域があり、ここが濁水渓の水源となるが、この一
帯は粘板岩層で、ここを削って流れるために河水
が灰色に濁る。そして、流れが速いため、沈殿す
ることなく、下流に流れつく。集集線の車窓から
は濁水渓の河水を眺めることはできないが、確か
に、どの季節でも河水は濁っている。
なお、二水という地名は、清国統治時代は「二
八水」であった。「二八」とは、二手に分かれた渓

流が複雑に混じり合いながら流れることを形容し
た表現である。濁水渓は通常時は流水量が少ない
が、上流地域で降雨があると激流と化し、頻繁に
氾濫が起きた。これにちなんで「二八水」の名が
生まれた。二水となったのは 1920（大正9）年の
地名改正の時である。

美しい白亜の駅舎
～昭和期に見られた量産型駅舎

二水の駅舎についても見ておきたい。ここは交
通の要衝として賑わった駅で、貨物の取扱量も多
かった。
駅舎は昭和期の台湾によく見られたスタイルで

ある。竣工は 1933（昭和8）年3月 31 日。設計
は台南駅や台北鉄道工場などを手がけた宇敷（う
しき）赳夫が担当した。施工は台湾総督府交通局
鉄道部改良課が請け負っている。
駅は造橋駅や銅鑼駅（いずれも苗栗県）、路竹駅

（高雄市）などの駅舎に似たデザインだが、集集線
の分岐駅ということもあって、規模はこちらのほ
うがやや大きい。
駅構内の線路の配線についても、竣工時から通

過線が設けられていた。また、現在は駅舎から島
式ホームまで地下道を通っていくが、竣工時は跨
線橋が設けられていた。
なお、ここは明治製糖株式会社が運営する製糖

鉄道の起点駅でもあった。路線は「南投線」と呼
ばれ、列車はしばらく集集線に併走し、現在の濁
水駅から進路を北にとって南投まで走っていた。
1923（大正 12）年9月1日に首都圏を襲った関

東大震災を経て、台湾を含めた建築基準は厳しく
なった。これを受け、昭和時代に入る頃から、台
湾の駅舎は赤煉瓦造りの駅舎や木造駅舎は数が減
り、鉄筋コンクリート構造の駅舎が登場した。
そして、効率を考慮し、類似したデザインの量

産型駅舎が検討された。二水の駅舎はその先駆的
存在であった。昭和期の量産型駅舎は、今も造橋、
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集集線の工事は 1919（大正8）年に始まった。当初は旅客営業を
しない産業鉄道だった。外車埕駅に停車中の列車。『古写真が語る
台湾 日本統治時代の 50 年』（祥伝社）より。



銅鑼、大安（現・泰安旧駅）、清水、路竹、橋頭（旧
駅舎）などに残っているが、いずれも二水よりは
後に設けられている。二水の場合は壁面にまだ赤
煉瓦が用いられていたが、柱や梁には鉄骨が用い
られている。
余談ながら、この時期に設けられた駅はトイレ
が駅舎と別に設けられている。このスタイルは、
日本統治時代の地方駅舎ではごく普通に見られる
ものだった。また、風通しを考慮し、門扉がない
ことや、庇を大きく取って日陰を確保する点も共
通している。これは疫病の発生や蔓延を防ぐため
であった。

濁水渓の沖積平野を進む

集集線のディーゼルカーは出発後、しばらくは
西部幹線と併走する。この辺りも車窓にはバナナ
畑が広がっていたが、現在はグアバの栽培が盛ん
となっている。線路沿いの小道はサイクリング
ロードになっており、週末は家族連れでちょっと
した賑わいとなる。
最初の駅となる源泉は日本統治時代、「鼻子頭

（びしとう）」を名乗っていた。近くには八堡圳の
祖を祀った林先生廟がある。八堡圳は濁水渓の水
を取り入れた埤圳（ひしゅう・灌漑用の水路）で
あり、この一帯を潤してきた。全長 941 キロで、

これによって台湾中部の農業地帯は飛躍的な発展
を遂げた。完成は 1719 年とされ、台湾最古の埤
圳にも挙げられる。
この辺りの河原では「羅渓石」と呼ばれる硯（す
ずり）石を産する。硯は二水の特産品として広く
知られており、以前ほどの生産量はないものの、
今もいくつかの工房が見られる。
濁水は南投市へのゲートであり、日本統治時代

は明治製糖株式会社の鉄道とバスの便があった。
ここから所要 25 分ほどで、南投に到着できた。
この駅にはバナナの検査所があり、ここで検査を
受けたバナナは貨物列車で台中へと運ばれていっ
た。なお、現在は集集線で唯一の列車交換駅と
なっている。
濁水を出た列車は高速道路の下をくぐる。その

先、1999 年の台湾中部大地震で倒れかかった状態
になった送電塔が右手に見える。さらにその先に
は、クスノキの枝葉が天を覆った「緑色隧道（緑
のトンネル）」の脇を走る。最寄り駅となるのは
緑色隧道を越えた先にある龍泉駅だ。
龍泉は日本統治時代、「隘寮（あいりょう）」を

名乗っていた駅である。この一帯は一面のバナナ
畑が広がっていた。ここにもバナナの検査所があ
り、月に8～10 回、検査日が定められていた。特
等から三等、そして等外品まで、細かい区分があ
り、それぞれ分かれて運び出されていた。
集集は新高（にいたか）郡役所の所在地であっ

た。現在も大きな町ではないが、広い地域の中枢
となっており、駅周辺は賑やかだ。ここは長らく
台湾中部のバナナ生産拠点だったので、日本統治
時代は台中州下の4分の1の生産量を占めていた
とも言われる。
また、駅前を進んで左折すると新高神社があっ

た。神苑にはクスノキの巨木があり、神木とされ
ていた。美しい姿を誇り、集集のシンボルとなっ
ていた。神社は日本人が台湾を去ったことで廃せ
られたが、巨木は今もその姿を留めている。
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二水駅。白亜の駅舎が南国の青空に映える。優等列車も一部が停
車する。



復元された日本統治時代の木造駅舎

集集駅には木造駅舎が残っている。言うまでも
なく日本統治時代に設けられたものだが、他に
残っている木造駅舎たちとはやや異なった歴史を
持つ。一度は震災で倒壊し、その後、復元された
老駅舎なのである。
1999 年9月 21 日。台湾中部を地震が襲った。
集集は震源に近く、最も大きな被害を受けた町で
ある。地震は午前1時 47 分に発生し、南投県や
台中市で震度6を記録した。この地震は台湾では
「九二一大地震」と呼ばれている。
集集の中心部では家屋の大半が倒壊し、その被
害は甚大だった。現在震災からはすでに 20 年と
いう歳月を経ているが、現地を訪れてみると、今
もその傷跡が随所に見られる。中には震災の記憶
を後世に伝えるべく、モニュメントとして残され
ているところもある。
町の玄関だった集集駅もこの震災で半壊の憂き
目に遭った。この駅舎は 1930（昭和5）年2月2
日から使用されていた。木造平屋の造りで、日本
でもかつてはよく見られた地方駅のスタイルであ
る。駅舎内には戦前から使用されている金庫や鉄
道電話が残り、鉄道ファンにはよく知られた駅
だった。

町のシンボルとして扱われる駅舎

震災によって、駅舎は斜めに傾き、支柱には大
きく亀裂が入った。建物は東に 23 度傾いたと言
われ、屋根瓦の多くは落下した。筆者が現地を訪
れたのは震災から1か月後だったが、確かにいつ
倒れてもおかしくない状態だった。 駅周辺の家
屋もほとんどが倒壊していた。
駅舎の周囲は長らく立入禁止となったが、見方

を変えると、これほどの震災に遭いながらも、全
壊を免れたという事実は注目に値する。確かに、
大きく傾いてはいるが、完全にはつぶれていな
かった。
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台湾中部大震災の傷跡。濁水駅近くでは線路が断層によってねじ
曲がり、送電塔が傾いた状態になった。現在は公園となっている。

現在の集集駅の様子。木造駅舎の趣を訪ねてやってくる行楽客も
多い。

集集の武昌宮。地震の恐怖を伝えるべく、倒壊したままの状態で
保存されている。現在は大型バスが乗り付ける観光スポットにも
なっている。



こういった状態を前にして、専門家は木造家屋
の柔軟性を改めて感じたという。台湾史上最大と
も言われる震災だったが、皮肉にも、これによっ
て日本式の木造家屋の耐震力が注目された。これ
は集集に留まらず、南投や埔里などでも、似たよ
うな状況が見られた。戦後に建てられた建物は倒
壊したが、築 70 年以上の日本式木造家屋は全壊
を免れた。これは中華民国体制に移行した後の建
築基準の甘さと、劣悪な素材の多用、地震につい
て疎い建築家・業者の技術力など、いくつかの要
因が絡んでいるが、旧来の木造家屋が注目された
のは事実で大きく話題となった。
その後、駅舎は復元されることとなった。建材
を流用できるのはわずかに7％程度であり、大が
かりな復元工事となったが、幸い、日本統治時代
の設計図が残っていた。作業はこれに従って進め
られた。
工事で最も悩まされたのは、屋根瓦の補充だっ
たという。日本式の瓦は台湾では製造できないた
めである。量産型のセメント瓦を採用することも
検討されたが、やはり本来の姿に復元するという
こだわりがあったようである。結局、取り壊しが
決まっていた二水駅付近の鉄道官舎の瓦を用いる
ことになった。
作業は約1年半という時間を要し、2001 年2月
7日に竣工式が行なわれた。震災の教訓を得て、
この「古くて新しい木造家屋」は、震度7の激震
にも耐えられるようになっているという。
現在、集集は台中から日帰りで往復できる手軽
な行楽地として観光地化が進んでいる。駅前には
土産物や食べ物を売る屋台が並び、レンタサイク
ルなどの店も出ている。週末ともなれば、人出も
多く、売店などでは震災時の様子を絵ハガキにし
たものが人気商品になっているという。
駅舎はこれからも町のシンボルとなっていくに
違いない。

深い緑の中を走って終着駅へ

集集を出た列車はいくつかのトンネルに入り、
水里に向かう。ここは新高山（玉山）の登山口と
して知られていた。それだけでなく、日月潭や埔
里、霧社方面への玄関口ともなっており、多くの
人々で賑わっていた。
水里は水力発電所の町でもあった。釭工（きこ

う）発電所と呼ばれたこの発電所は、今も稼働中
で、駅前の通りを歩いて水里渓の橋まで行けば、
左手に見える。また、長い水管の上方には工員た
ちの官舎が残っている。ここで作られているアイ
スキャンディーはちょっとした名物になってお
り、週末になると、これを目当てにやってくる行
楽客がいるほどの人気だ。
また、水里駅前の通りを進み、橋を渡ってまっ

すぐに進むと、右手に日本統治時代の郵便局が
残っている。すでに使用されてはいないが、古蹟
の指定を受け、保存対象となっている。
水里を出た列車は左に大きく曲がり、濁水渓か

らは離れ、水里渓に沿って走る。山間を走るよう
になるが、両脇にはバナナ畑が広がる。そして、
いくつかのトンネルを過ぎると終点の車埕に到着
する。
車埕駅は日本統治時代、「外車埕（がいしゃて

い）」の名で設けられた。ここは日月潭や埔里方
面に向かう拠点となっており、台湾製糖株式会社
が経営する台車軌道（手押し台車）の便があった。
しかし、後に水里からバスが出るようになると、
こちらが主要ルートとなった。
集落は盆地にあり、大きな製材所があった。車

埕の駅舎もログハウス風の建物となっている。構
内は広く、静態保存されている客車や貨車が並ぶ。
戦後は木材運搬と製材の拠点として賑わった。今
も随所に工場や製材所の遺跡が残り、職員が暮ら
していた宿舎群もその姿を留めている。
かつての貯木池の畔には木造家屋を用いた休憩
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所がある。また、車埕木業展示館は遺棄された製
材工場をそのまま利用したという文物館だ。郷土
文化や林業に関する展示があるほか、トロッコな
どで遊ぶこともできる。

新高山に登る

当時、新高山の登山ルートは、ここからと阿里
山からの2つのルートが知られ、水里は「北登山

口」と呼ばれていた。阿里山ほどではないが、登
山客で賑わいを見せていたという。
水裡坑から新高山（玉山）の山頂までは 78.2 キ

ロとなっていた。行程は水裡坑駅から東埔までの
37.2 キロは手押し台車（トロッコ）を利用し、所
要7時間。運賃は4人乗りが9円 96 銭、3人乗
りが4円 99 銭、2人乗りが3円 99 銭となってい
た。その後は東埔温泉まで 2.2 キロを 40 分ほど
かけて歩く。ここには警察が管理する東埔山荘と
いう宿があった。
翌日はここから楽楽、対関、観高といった集落

を経て、八通関まで 14.4 キロの道のりを歩く。
ここに約7時間を要する。そして、八通関から新
高山の頂上までは 6.4 キロだが、坂道が続くため、
徒歩で4時間を要した。宿泊が可能なのは東埔と
八通関の二か所で、通常、4泊の道のりとされた。
余談ながら、新高登山は事前に新高郡役所に出向
き、許可証を取得することが義務付けられていた。
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外車埕駅時代の構内図。集集線の終点であると同時に、日月潭や埔里に向かう手押し台車の起点でもあった。埔里までは片道4
時間を要した。陳朝強氏所蔵。

往年の製材工場が公共スペースとして整備されている。



片倉佳史 （かたくら よしふみ）

台湾在住作家。武蔵野大学客員教授。台湾を学ぶ会代表。1969 年生まれ。早稲田大学教育学部教育学科卒業後、出版社勤務を経て、台

湾と関わる。台湾に残る日本統治時代の遺構を探し、それらを記録している。地理・歴史、原住民族の風俗・文化、グルメ、鉄道などの

ジャンルで執筆・撮影を続けており、手がけたガイドブックはのべ 40 冊を数える。著書に『台北・歴史建築探訪～日本が遺した建築遺

産を歩く』、『台湾旅人地図帳』、『台湾に生きている日本』、『古写真が語る台湾 日本統治時代の 50 年』、台湾生活情報誌『悠遊台湾』（年

刊）、『旅の指さし会話帳・台湾』など。台湾でも『台湾風景印～台湾駅スタンプと風景印の旅』、『台湾土地・日本表情』などの著作があ

る。台湾事情や歴史秘話、日台の結びつきなどをテーマに講演をこなすほか、ツアーの企画なども行なっている。

公式サイト：台湾特捜百貨店 http://katakura.net/

ツイッター公式アカウント：https://twitter.com/katakura_nwo

オンラインサロン「片倉佳史の台湾漫遊術」 http://www.katakura.net/salon/
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水裡坑駅に置かれていたスタンプ。登山客の姿が描かれている。
『台湾に残る日本鉄道遺産』（交通新聞社新書）より転載。

『台湾鉄道旅行案内』の集集線概略図（『古写真が語る台湾 日本統
治時代の 50 年』より転載）



日本台湾交流協会事業月間報告
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主な日本台湾交流協会事業 （8月実施分）

8月 場所 内容

7日 高雄市（実践大学高雄キャンパス） 第2回中等教育機関日本語教師研修会（高雄）（主催）（坂本日本
語専門家）

14日 屏東県（内埔小学校） 日本語専門家派遣事業（主催）（坂本日本語専門家）

12日 台中市 領事出張サービス

20日 台南市 領事出張サービス

26日 台北市（PCBC） 第3回日本語教育研修会（台北）（主催）

26日 高雄市（実践大学高雄キャンパス） 第3回日本語教育研修会（高雄）（主催）（坂本日本語専門家）
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2020 年7月　泉裕泰・台北事務所代表と鄭文燦・桃園市長。鄭市長は民主進歩党の次世代
リーダーとして将来を嘱望されています。この日の懇談でも今後の日本と桃園市の交流に
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